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日
本
を
旅
し
て
い
る
と
城
下
町
や
街
道
筋

の
宿
場
町
に
は
面
影
を
伝
え
る
町
家
や
伝
統

建
築
物
の
町
並
み
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
里
山
で
目
に
す
る
茅
葺
き
古
民
家
も
数

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
岐
阜
県
白
川
村
・

福
島
県
下
郷
村
大
内
宿
な
ど
、
地
方
に
は
ま

だ
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
同
じ

よ
う
に
見
え
て
い
た
茅
葺
き
古
民
家
に
も
気

候
風
土
に
あ
っ
た
屋
根
の
形
や
大
き
さ
・
棟

や
軒
の
屋
根
を
支
え
る
小
屋
組
の
構
造
な
ど

多
種
多
様
な
住
む
工
夫
、
知
恵
、
匠
の
技
な

ど
が
随
処
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

僕
が
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
茅
葺
き
古
民

家
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
京
都

府
美
山
町
の
初
秋
か
ら
晩
秋
。
京
都
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
美
し

い
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
美
山
町
は
、
現

在
で
も
茅
葺
き
古
民
家
に
普
通
に
人
が
住
ん

で
生
活
し
て
い
る
。
美
山
町
で
は
、
茅
替
え

職
人
さ
ん
が
技
術
を
伝
承
し
て
お
り
、
数
人

の
若
い
茅
替
え
職
人
さ
ん
が
増
え
た
そ
う
だ
。

職
人
が
増
え
た
事
も
あ
り
、
茅
葺
き
屋
根
に

戻
す
民
家
も
出
て
き
て
い
る
と
聞
い
た
。

や
が
て
こ
の
里
に
も
雪
が
降
る
。
ま
も
な

く
冬
支
度
が
始
ま
る
。︵
く
ぼ
・
し
ゅ
う
／
切

り
絵
画
家
／
東
京
都
在
住
︶

春秋
夏冬

FEEL JAPAN NOW

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
１

茅
葺
き
の
里
・
美
山
︵
京
都
︶

Ｎ
Ｙ
市
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

製
ス
ト
ロ
ー
や
か
き
混
ぜ
用
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
禁
止
令
が
今
月
1

日
に
執
行
と
な
っ
た
。

同
法
案
は
、
埋
め
立
て
ゴ
ミ

と
し
て
生
物
分
解
に
何
百
年
を

も
要
す
る
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
製
カ
ト
ラ
リ
ー
廃
棄
を

制
限
す
る
目
的
で
提
出
さ
れ
、

Ｎ
Ｙ
市
議
会
で
今
年
５
月
に
可

決
、
そ
の
後
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ

オ
前
同
市
長
が
承
認
し
た
。
レ

ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
が
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
な
ど
を
提

供
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
、
違

反
し
た
場
合
は
罰
金
１
０
０
〜

３
０
０
ド
ル
が
課
せ
ら
れ
る
。

ま
た
各
飲
食
店
は
、
障
害
者
を

含
む
こ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
客

の
た
め
に
、
十
分
な
量
の
非
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
カ
ト
ラ
リ
ー

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー

今
月
か
ら
提
供
禁
止

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
海
外

有
権
者
が
投
票
で
き
な
い
、
投

票
が
無
効
と
な
っ
た
と
み
ら
れ

る
事
例
が
相
次
い
だ
。
世
界

２
２
６
の
在
外
公
館
に
投
票
所

が
設
置
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

を
理
由
に
世
界
14
か
国
の
在
外

公
館
が
投
票
を
受
け
付
け
な
か

っ
た
。
現
行
制
度
で
有
権
者
が

海
外
に
い
た
ま
ま
投
票
で
き
る

の
は
公
館
投
票
と
郵
便
投
票
飲

み
。﹁
地
方
在
住
者
は
投
票
所

ま
で
遠
く
て
交
通
費
が
か
か

る
﹂
﹁
郵
便
投
票
は
、
手
続
き

が
煩
雑
で
多
大
の
努
力
と
時
間

を
要
す
る
﹂
な
ど
の
苦
情
は
か

ね
て
か
ら
あ
っ
た
が
、
今
回
の

衆
院
在
外
選
挙
で
﹁
不
便
に
も

我
慢
が
限
界
﹂
と
海
外
の
有
権

者
が
国
政
選
挙
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
の
早
期
実
現
に
向

け
署
名
活
動
に
乗
り
出
し
た
。

在
外
ネ
ッ
ト
投
票
を
求
め
る

署
名
活
動
は
、
有
志
メ
ン
バ
ー

の
子
田
稚
子
さ
ん
︵
米
国
在

住
︶
、
田
上
明
日
香
さ
ん
︵
イ

タ
リ
ア
在
住
︶、
シ
ョ
イ
マ
ン

由
美
子
さ
ん
︵
ド
イ
ツ
在
住
︶

が
発
起
人
で
、
署
名
作
成
に
あ

た
り
、
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｎ
Ｙ
の
竹
永
浩
之
共
同
代

表
が
助
言
・
監
修
し
た
。
集
ま

っ
た
署
名
は
近
く
総
務
大
臣
、

外
務
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣
に

要
望
書
を
添
え
て
提
出
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
海

外
有
権
者
に
呼
び
か
け
た
署
名

運
動
に
対
し
、
目
標
１
万
人

に
対
し
て
11
月
９
日
現
在
で

６
０
９
８
人
が
署
名
し
て
い

る
。︵
署
名
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
﹁
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
署

名
活
動
﹂
を
検
索
︶。

署
名
で
は
次
の
よ
う
に
要
望

し
て
い
る
。

︵
１
︶
２
０
２
２
年
夏
の
参

院
選
に
お
い
て
、
在
外
邦
人
を

対
象
に
ネ
ッ
ト
投
票
の
実
証
実

験
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ
で

得
ら
れ
た
不
備
や
欠
陥
等
に

基
づ
い
て
シ
ス
テ
ム
を
改
善

し
、
本
格
導
入
を
準
備
し
て
欲

し
い
。︵
２
︶
２
０
２
５
年
の

参
院
選
に
は
在
外
ネ
ッ
ト
投
票

の
確
実
な
全
体
運
用
を
お
願
い

し
た
い
。
自
分
の
大
切
な
一
票

が
無
効
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本

に
い
て
も
海
外
に
い
て
も
、
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
。
世
界
中
の
ど
こ
に
い
て
も

選
挙
権
が
一
人
ひ
と
り
行
使
で

き
る
よ
う
、
誰
で
も
簡
単
に
確

実
に
投
票
で
き
る
よ
う
、
在
外

ネ
ッ
ト
投
票
の
早
期
先
行
導
入

を
お
願
い
し
た
い
。

現

在
、

在

外

有

権

者

約

１
０
０
万
人
の
う
ち
、
在
外
選

挙
人
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
約

10
万
人
の
み
。
今
回
の
選
挙
で

世
界
全
体
で
１
万
９
０
０
０
人

が
在
外
投
票
し
た
が
、
前
回
17

年
の
衆
院
選
よ
り
２
０
０
０
人

ほ
ど
減
り
、
在
外
有
権
者
の
投

票
率
は
約
1
〜
２
％
と
極
め
て

低
い
水
準
だ
。
ネ
ッ
ト
投
票
が

実
現
す
れ
ば
、
投
票
数
が
増
え

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

投
票
の
際
の
本
人
確
認
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る
案
が

あ
る
。
現
在
、
在
外
邦
人
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
て
な

い
た
め
﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
紐
づ
け
る
在
外
ネ
ッ
ト
投

票
は
実
現
不
可
能
﹂
と
い
っ
た

懸
念
も
あ
る
が
、
２
０
１
９
年

に
公
布
さ
れ
た
﹁
デ
ジ
タ
ル
手

続
法
﹂
で
２
０
２
４
年
ま
で
に

在
外
邦
人
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
８
面
に
︶

在
外
ネ
ッ
ト
投
票
早
急
に

海
外
有
権
者
が
署
名
活
動
開
始
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
美
術
館
（
五
番
街

１
０
７
１
番
地
）
で
8
日
、
ワ

シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー

（
１
８
６
６
〜
１
９
４
４
）
の

作
品
を
展
示
す
る
「
ア
ラ
ウ
ン

ド
・
ザ
・
サ
ー
ク
ル
」
が
始
ま

っ
た
。
抽
象
絵
画
の
代
表
的
作

家
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
絵

画
、
水
彩
、
木
版
な
ど
同
館
所

蔵
の
未
公
開
作
品
を
含
む
80
点

以
上
が
螺
旋
状
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
３
・
４
階
を
使
っ
て
年
代
ご

と
に
展
示
さ
れ
、
カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
の
遍
歴
を
作
品
で
辿
る

こ
と
が
で
き
る
。
来
年
９
月
ま

で
。ま

た
１
階
と
２
階
の
螺
旋
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
エ
テ
ル
・
ア
ド

ナ
ン
（
96
）
の
「
ラ
イ
ツ
・
ニ

ュ
ー
・
メ
ジ
ャ
ー
」
が
同
時
開

催
さ
れ
て
い
る
。
ア
ド
ナ
ン
は

１
９
２
５
年
に
ギ
リ
シ
ャ
人
の

母
と
シ
リ
ア
人
の
父
の
間
に
ベ

イ
ル
ー
ト
で
生
ま
れ
、
レ
バ
ノ

ン
と
米
国
と
フ
ラ
ン
ス
で
の
生

活
経
験
が
あ
る
。
哲
学
者
・
詩

人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
文
筆

業
な
ど
多
彩
な
活
動
の
な
か
、

北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
哲
学
の

教
鞭
を
執
る
１
９
５
０
年
代
後

半
か
ら
絵
画
を
始
め
た
。
ア
ド

ナ
ン
に
と
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
美
術
機
関
で
は
初
の
個
展

と
な
る
本
展
で
は
、
絵
画
、
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
、
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
最
新
作
を

含
め
展
示
し
て
い
る
。
ア
ド
ナ

ン
が
生
涯
の
研
究
対
象
と
す
る

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
の
同
時

開
催
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ュ
ー

レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
１
月
10
日
（
月
）

ま
で
。

開
館
日
時
は
木
曜
か
ら
月
曜

の
午
前
11
時
か
ら
６
時
ま
で
。

一
般
25
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・
学
生

18
ド
ル
、
同
館
会
員
・
12
歳
未

満
は
無
料
。
土
曜
４
時
か
ら
は

任
意
料
金
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.guggenheim

.
org

を
参
照
。

Vasily Kandinsky, Dominant 
Curve (Courbe dominante), 
April 1936 (detail). Oil on 
canvas, 50 7/8 × 76 1/2 inches 
(129.2 × 194.3 cm). 
Solomon R. Guggenheim 
Museum, New York, 
Solomon R. Guggenheim 
Founding Collection 45.989

Etel Adnan, 
Untitled, 2010. 
Oil on canvas, 

7 7/8 × 9 7/8 in. 
(20 × 25 cm). 

Collection of Karen E. 
Wagner and David L. 

Caplan, New York. 
© Etel Adnan

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ

ー
は
４
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
同
セ

ン
タ
ー
に
設
置
す
る
ク
リ
ス
マ

ス
・
ツ
リ
ー
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

州
の
米
松
が
選
ば
れ
た
こ
と
を

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
表
し

た
。

同
州
の
木
が
選
ば
れ
る

の
は
初
め
て
で
、
高
さ
79
フ
ィ

ー
ト
の
米
松
は
今
月
11
日
に
切

り
倒
さ
れ
、
同
州
エ
ル
ク
ト
ン

か
ら
２
日
後
の
13
日
に
同
セ
ン

タ
ー
に
到
着
す
る
。
そ
の
後
、

最
上
部
に
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の

星
、
５
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

が
飾
り
付
け
ら
れ
る
。
12
月
１

日
の
点
灯
式
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
が
生

中
継
す
る
。

今
年
の
ツ
リ
ー
決
定

初
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
産

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
街
中
を

埋
め
尽
く
す
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
サ
ン
タ
コ
ン
」
が
、
Ｎ
Ｙ
市

で
は
今
年
は
12
月
11
日
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

「
サ
ン
タ
コ
ン
」
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
東
京
を
含
む
世
界
の

多
く
の
主
要
と
し
て
恒
例
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
サ
ン
タ

姿
の
参
加
者
た
ち
が
一
日
中
バ

ー
や
パ
ブ
を
は
し
ご
す
る
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
す
べ
て
の

都
市
で
中
止
と
な
っ
た
。

サ
ン
タ
コ
ン
復
活

接
種
証
明
が
条
件

カンディンスキー展始まる
グッゲンハイム美術館

アドナン展も併設

http://www.guggenheim.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.news-slidemethod.com/
https://shopnyseikatsu.com/
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ジャパン・ソサエティーで12月10日から

  

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
棟
方
志
功
︵
１
９
０
３
〜

１
９
７
５
︶
の
１
０
０
点
に
及

ぶ
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会

﹁
棟
方
志
功—

板
極
道—

﹂︵
む

な
か
た
し
こ
う—

ば
ん
ご
く
ど

う—

︶
を
12
月
10
日 (

金
︶
か

ら
来
年
３
月
20
日
︵
日
︶
ま
で

開
催
す
る
。
米
国
最
大
の
棟
方

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｊ
Ｓ
の

貴
重
な
所
蔵
品
を
も
と
に
構
成

さ
れ
た
本
展
は
、﹁
世
界
の
ム

ナ
カ
タ
﹂
と
名
を
と
ど
ろ
か
せ

た
木
板
画
だ
け
で
な
く
、書
道
、

墨
絵
、
水
彩
画
、
リ
ト
グ
ラ
フ

や
陶
芸
な
ど
幅
広
い
作
品
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
20
世
紀
を

代
表
す
る
想
像
力
豊
か
な
芸
術

家
で
あ
る
棟
方
の
魅
力
に
今
一

度
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。

展
覧
会
の
デ
ザ
イ
ン
は
建
築

事
務
所
Ｍ
Ａ
Ｏ
が
担
当
。
棟
方

は
１
９
０
３
年
青
森
県
生
ま

れ
。
白
黒
板
画
や
、
自
由
で
ス

ケ
ッ
チ
の
よ
う
な
作
風
で
知

ら
れ
る
木
板
画
の
世
界
的
巨

匠
。
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ノ
第
2
回

国
際
版
画
展
︵
１
９
５
２
年
︶

や
第
28
回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
︵
１
９
５
６

年
︶
、
名
誉
勲
章
︵
１
９
６
３

年
︶
、
文
化
勲
章
︵
１
９
７
０

年
︶
を
受
賞
。
入
場
料
は
一

般
12
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・
学
生

10

ド

ル
。

チ

ケ

ッ

ト

購

入

は

ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８
ま

で
。
開
館
時
間
は
木
曜
日
〜
日

曜
日
の
正
午
〜
午
後
6
時
。

www.japansociety.org

棟
方
志
功

展
覧
会

所
蔵
作
品
１
０
０
点
余
り

Shikō Munakata, Mukō-machi: Crossing Point of Highways, from the Tōkaidō Series, 1964 (detail). Photograph by Nicholas Knight.

写真上＝ NY 滞在中、作品創作にか
かる前に書道でウォーミングアップ
する棟方。（Shik  Munakata doing his 
morning warmup exercise: Calligraphy, 
NYC.© B la Kalman. Courtesy of 
Museum of Fine Arts, Boston）
写真中＝ JS でシロタ・ベアテ・ゴ
ードンさんの解説で講演する棟方。

（Courtesy of the Family of Beate 
Sirota Gordon）

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年

末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂
の

Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
７

か
月
で
60
名
以
上
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://nipponexpressusa.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
あ
る
２
寝
室
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
。
地
下
鉄
７
番
線
の
69
丁
目
駅
に
近
く
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ

の
地
下
駅
Ｅ
Ｆ
Ｍ
Ｒ
や
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
駅
ま
で
も
徒
歩

圏
内
に
あ
る
便
利
な
立
地
。
バ
ル
コ
ニ
ー
、
屋
上
の
共
用
施
設

デ
ッ
キ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
、
ジ
ム
、
ラ
ウ
ン
ジ
が
完
備
し

て
お
り
、
明
る
い
室
内
は
高
い
天
井
と
窓
か
ら
の
光
に
よ
り
開
放

的
な
ス
ペ
ー
ス
を
印
象
づ
け
、快
適
な
生
活
空
間
を
確
保
で
き
る
。

建
設
さ
れ
た
の
は
２
０
１
０
年
。
販
売
価
格
は
79
万
９
０
０
０
ド

ル
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
30
年
２
・
９
５
％
の
金
利
で
借
り
た
場
合
の

月
額
の
支
払
い
額
は
３
７
０
０
ド
ル
以
下
に
抑
え
ら
れ
、
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
ア
パ
ー
ト
を
レ
ン
ト
す
る
コ
ス

ト
で
２
寝
室
の
築
浅
物
件
を
購
入
で
き
る
の
は
ク
イ
ー
ン
ズ
な
ら

で
は
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
も
地
下
鉄
１
本
で
い
け
、
古
く

か
ら
日
本
人
居
住
者
に
も
馴
染
み
の
深
い
エ
リ
ア
と
言
え
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
６
０
３
・
２
８
９
１
、

Ｅ
メ
ー
ル

natsuko.ikegam
i@

com
pass.com

池
上
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
コ
ン
パ
ス
不
動
産
︶

ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
住
む

お
得
な
２
寝
室
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表
す
る

ド
ラ
マ
の
ひ
と
つ
、セ
ッ
ク
ス
・

ア
ン
ド
・
ザ
・
シ
テ
ィ
︵
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｃ
︶
を
モ
デ
ル
に
民
泊
サ
ー

ビ
ス
の
エ
ア
ー
ビ
ー
エ
ヌ
ビ
ー

︵A
irbnb

︶
が
ド
ラ
マ
主
人
公

の
キ
ャ
リ
ー
の
部
屋
を
完
璧
に

再
現
し
て
貸
し
出
し
た
。
11
月

12
日
と
13
日
の
２
日
間
、
放
送

開
始
か
ら
の
23
年
間
に
因
み
一

泊
23
ド
ル
で
貸
し
出
す
。
な
お

宿
泊
料
は
す
べ
て
ハ
ー
レ
ム
・

ス
タ
ジ
オ
美
術
館
に
寄
付
さ
れ

る
。
残
念
な
が
ら
既
に
予
約
受

付
は
終
了
し
た
が
、
宿
泊
者
に

は
キ
ャ
リ
ー
を
演
じ
た
サ
ラ
・

ジ
ェ
シ
カ
・
パ
ー
カ
ー
本
人
か

ら
バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
挨
拶
、
ド

ラ
マ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
着
用
さ

れ
た
チ
ュ
チ
ュ
な
ど
の
彼
女
の

お
気
に
入
り
の
服
た
ち
や
靴
が

詰
め
込
ま
れ
た
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

の
鑑
賞
と
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
も
可

能
。ア

イ
コ
ン
カ
ク
テ
ル
﹁
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
﹂を
飲
み
な
が
ら
、

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
物
思
い

に
ふ
け
っ
た
り
、
２
０
０
０
年

代
の
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
で
友
人

と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
１
９
９
８
年
に
Ｎ

Ｙ
の
30
代
の
リ
ア
ル
な
恋
愛
事

情
コ
ラ
ム
を
原
作
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
同
ド
ラ
マ
、
50
代
に

な
っ
て
よ
り
複
雑
に
な
っ
た
人

生
や
友
情
の
現
実
の
舵
取
り

が
描
か
れ
る
続
編
の
最
新
作

﹁A
nd Just L

ike T
hat

…
﹂

はH
B

O
 M

ax

か
ら
12
月
に

配
信
予
定
だ
。
　
　︵
佐
久
間
︶

SEX AND
 THE 
CITY

舞台をモデルにした部屋
民泊サービスで人気沸騰

mailto:natsuko.ikegami@compass.com
mailto:natsuko.ikegami@compass.com
mailto:natsuko.ikegami@compass.com
mailto:natsuko.ikegami@compass.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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み
な
さ
ん
、
自
分
は
い
つ
ま

で
も
健
康
で
、
永
遠
に
生
き
続

け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
な
ん
て
、
ど
こ
か
の
保
険

の
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
語
り
口
で
書

き
始
め
ま
し
た
が
、
最
近
、
コ

ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
始
め
、
や

っ
と
街
中
に
み
え
る
看
板
、
き

こ
え
て
く
る
宣
伝
、
に
お
っ
て

く
る
美
味
し
そ
う
な
香
り
、
い

ろ
ん
な
感
覚
で
訴
え
て
く
る
日

常
の
有
り
難
さ
に
感
銘
を
受
け

る
毎
日
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は

﹁
広
告
は
ア
ー
ト
﹂
と
い
う
こ

と
を
﹁
介
護
﹂
に
結
び
つ
け
て

お
話
し
し
ま
す
。

広
告
は
、
わ
れ
わ
れ
の
行
動

を
変
え
よ
う
と
い
う
﹁
き
っ
か

け
﹂
そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ア
ー
ト
も
わ

れ
わ
れ
に
﹁
み
な
く
て
も
い
い
、

き
か
な
く
て
も
い
い
、
ど
っ
ち

で
も
い
い
﹂
と
い
う
存
在
で
は

な
い
は
ず
で
す
。
街
中
の
看
板

で
心
を
動
か
さ
れ
た
ア
ー
ト
に

は
、
そ
の
も
の
が
持
つ
﹁
ス
ト

ー
リ
ー
﹂
が
垣
間
見
え
て
く
る

は
ず
で
す
。
た
ま
に
、
ゲ
リ
ラ

的
に
﹁
今
し
か
な
い
﹂
も
の
が

あ
っ
た
り
、
﹁
違
和
感
﹂
で
し

か
な
い
も
の
も
あ
っ
た
り
、﹁
な

ん
か
イ
ヤ
だ
な
あ
﹂
と
不
快
で

し
か
な
い
も
の
も
、
心
が
動
か

さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
動

か
さ
れ
な
い
ア
ー
ト
よ
り
も
ア

ー
ト
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
は
、
心
が
動
か
さ
れ
る
と
、

人
は
ど
う
な
る
の
か
。
経
済
効

果
を
ど
こ
か
に
生
み
だ
し
た

り
、行
動
で
環
境
改
善
し
た
り
、

無
意
識
で
も
何
ら
か
の
活
動
の

﹁
ナ
ッ
ジ
﹂
に
つ
な
げ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
子
供
の
頃
、
朝

の
ラ
ジ
オ
体
操
も
面
倒
で
し

人
生
会
議
の
必
要
性
を
痛
感

た
。
苦
痛
で
し
た
。
し
か
し
、

な
ん
か
﹁
は
ん
こ
﹂
も
ら
え
る
。

た
ま
る
と
な
ん
か
く
れ
る
。
達

成
感
と
い
う
の
か
、
射
幸
心
と

い
う
の
か
、
そ
う
い
う
行
動
科

学
を
﹁
ナ
ッ
ジ
﹂
と
い
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
人
は
効
率
的
な
判

断
を
助
け
て
く
れ
る
手
が
か
り

を
探
し
な
が
ら
自
己
判
断
を
し

て
し
ま
っ
て
い
る
﹁
簡
便
な
生

き
物
﹂
な
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
あ
る
都
市

で
﹁
健
康
診
断
﹂
を
ど
う
お
金

を
使
わ
ず
に
受
診
率
を
上
げ
る

か
、
ナ
ッ
ジ
を
適
用
し
て
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
た
だ
﹁
あ

な
た
は
特
定
健
診
を
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
﹂
と
い
う
上
記
３

の
社
会
的
証
明
の
法
則
的
な
通

知
に
加
え
、﹁
健
診
1
万
円
相

当
が
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
﹂

と
報
酬
対
価
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

付
け
加
え
る
パ
タ
ー
ン
︵
返
報

性
の
法
則
︶
で
プ
ラ
ス
６
・
９

％
上
昇
。︵
人
口
10
万
人
都
市

で
６
９
０
０
人
増
︶、
さ
ら
に
、

﹁
あ
な
た
は
特
定
健
診
が
未
受

診
で
す
﹂
と
い
う
、
他
の
人
は

全
員
受
け
て
い
る
の
に
な
ん
で

あ
な
た
だ
し
な
い
の
的
な
希
少

性
の
法
則
を
適
用
す
る
と
、
プ

ラ
ス
７
１
０
０
人
増
、さ
ら
に
、

﹁
あ
な
た
は
未
受
診
者
の
た
め

国
の
指
導
を
受
け
ま
す
﹂
と
い

う
罰
則
適
用
の
よ
う
な
匂
わ
せ

︵
権
威
の
法
則
︶
で
７
３
０
０

人
増
え
た
と
い
う
の
で
す
。
特

に
財
政
の
負
担
を
上
げ
る
の
で

は
な
く
、
ナ
ッ
ジ
の
表
現
を
上

手
に
使
う
と
10
万
人
対
比
で

３
７
５
万
円
の
コ
ス
ト
削
減
に

成
功
で
き
る
と
い
う
事
例
で

す
。そ

こ
で
冒
頭
に
挙
げ
た
﹁
自

分
は
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
永

遠
に
生
き
続
け
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
﹂に
戻
り
ま
す
。

私
は
、
ア
ド
バ
ン
ス
ド
ケ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
啓
蒙
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
る
お

笑
い
芸
人
さ
ん
が
ド
ア
ッ
プ
の

ポ
ス
タ
ー
で
、
鼻
に
生
命
維
持

の
た
め
の
チ
ュ
ー
ブ
を
通
さ
れ

変
顔
で
、﹁
ま
て
ま
て
俺
の
人

生
こ
こ
で
終
わ
り
？
大
事
な
こ

と
何
に
も
伝
え
て
な
か
っ
た

わ
。
恥
っ
ず
！
ほ
ん
ま
え
え
加

減
に
し
い
や
。
あ
ー
あ
、
も
っ

と
早
く
言
う
と
い
た
ら
良
か
っ

た
。
こ
う
な
る
前
に
、
み
ん
な

人
生
会
議
し
と
こ
﹂
が
厚
労
省

か
ら
公
開
さ
れ
る
や
否
や
批
判

の
嵐
。
が
ん
患
者
某
団
体
﹁
死

を
語
る
の
に
笑
い
や
冗
談
の
風

味
が
ま
ぶ
さ
れ
て
い
る
﹂、
あ

る
遺
族
団
体
﹁
患
者
さ
ん
や
家

族
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
﹂。
い
や
い
や
い
や
、
こ

れ
は
私
の
主
張
で
す
が
、
批
判

の
矛
先
は
現
実
の
本
質
的
な
問

題
を
逆
に
抹
殺
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
結
局
、
多
く
の
批

判
で
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
世
に
出

る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
の
で
す

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孤
独

死
2
万
７
０
０
０
人
︵
ニ
ッ
セ

イ
基
礎
研
究
所
２
０
１
８
︶、

脳
出
血
患
者
数
１
２
０
〜

１
４
０
万
人
／
年
︵
厚
労
省
政

策
統
括
保
険
統
計
２
０
１
８
︶、

全
国
死
者
数
１
４
０
万
人
の
う

ち
延
命
治
療
終
末
期
１
３
３
万

人
、
認
知
症
６
０
２
万
人
︵
厚

労
省
デ
ー
タ
２
０
２
０
年
︶
と

増
え
て
い
る
の
で
す
。

ア
ド
バ
ン
ス
ド
ケ
ア
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
︵
人
生
会
議
︶
の
本
質

は
、﹁
健
康
な
う
ち
に
自
分
の

意
志
を
絶
対
ど
こ
か
に
、
誰
か

に
伝
え
て
い
な
い
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
何

百
万
人
の
日
本
人
﹂
と
い
う
こ

と
が
大
事
な
の
で
す
。
ポ
ス
タ

ー
の
本
質
も
結
局
、
人
目
に
触

れ
な
い
ま
ま
抱
え
る
日
本
の
大

問
題
は
拡
大
中
。
今
こ
そ
、
無

意
識
で
も
い
い
か
ら
、
ナ
ッ
ジ

の
行
動
法
則
が
こ
こ
に
適
用
で

き
な
い
か
。
み
な
さ
ん
も
ま
ず

は
自
分
の
遺
書
を
書
い
て
か

ら
、﹁
死
に
方
﹂
で
は
な
く
、﹁
最

後
の
生
き
方
﹂
を
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟

大
阪
支
部
監
査
役

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

Ｎ
Ｙ
の
株
式
市
場
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
象
徴
す
る
金
融
街
の
チ

ャ
ー
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
像
の
向
か

い
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
ホ
ワ

イ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
︶
に
こ
の

ほ
ど
、
巨
大
な
ゴ
リ
ラ
像
が
設

置
さ
れ
た
。

高
さ
７
フ
ィ
ー
ト
の
同
像

﹁
ハ
ラ
ン
ビ
﹂
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
新
会
社
サ

ピ
エ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
企

画
し
た
。
ゴ
リ
ラ﹁
ハ
ラ
ン
ビ
﹂

は
、
２
０
１
６
年
シ
ン
シ
ナ
テ

ィ
動
物
園
で
、
囲
い
を
登
っ
て

檻
に
入
ろ
う
と
し
た
３
歳
の
男

児
を
ハ
ラ
ン
ビ
が
引
き
ず
り
込

み
、
少
年
の
命
の
危
険
を
感
じ

た
従
業
員
に
射
殺
さ
れ
た
。
当

時
17
歳
だ
っ
た
ハ
ラ
ン
ビ
は
絶

滅
危
惧
種
の
ニ
シ
ロ
ー
ラ
ン
ド

ゴ
リ
ラ
で
、
事
故
後
は
﹁
射
殺

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
﹂﹁
幼

児
か
ら
目
を
離
し
た
親
の
責
任

が
問
わ
れ
る
﹂
な
ど
米
国
内
外

で
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
の
後
、

家
族
は
幼
児
を
救
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
、
犠
牲
に
な
っ

た
ハ
ラ
ン
ビ
を
偲
ん
で
動
物
園

へ
の
寄
付
を
募
っ
た
。
同
社
は

﹁
ハ
ラ
ン
ビ
は
、
自
分
自
身
で

あ
る
以
上
に
人
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
を
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
﹂
と
話
し
て
い
る
。

チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
像
の

周
り
に
約
１
万
本
の
バ
ナ
ナ
が

撒
か
れ
て
お
り
、
同
社
は
﹁
ウ

ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
ど
れ

ほ
ど
﹃
バ
ナ
ナ
︵
愚
か
な
︶﹄

に
な
っ
た
か
を
意
味
す
る
﹂
と

同
時
に
﹁
バ
ナ
ナ
を
提
供
す
る

と
い
う
単
純
な
行
動
が
人
び
と

を
繋
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築

く
。
社
会
と
し
て
協
力
し
合
う

た
め
に
、
争
い
続
け
て
い
て
は

い
け
な
い
﹂と
解
説
し
て
い
る
。

一
方
、
最
新
の
金
融
情
報
サ
イ

ト
﹁
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ッ
チ
﹂

は
同
企
画
に
関
し﹁
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
が
ど
れ
ほ
ど
市
民

の
必
要
性
に
関
し
て
無
知
で
、

冷
酷
な
資
本
主
義
に
定
着
し
て

い
る
か
、
人
口
の
わ
ず
か
１
％

が
富
を
独
占
す
る
格
差
社
会
に

対
す
る
訴
え
を
提
示
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
﹂
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
金
融
街
の
も
う
ひ
と
つ

の
名
物
﹁
恐
れ
を
知
ら
ぬ
少
女

の
像
﹂
は
現
在
、
Ｎ
Ｙ
市
歴
史

的
建
造
物
保
存
委
員
会
と
の
３

年
契
約
が
今
月
満
期
を
迎
え
る

た
め
、
撤
去
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

ゴ
リ
ラ
の
像

金
融
街
に
登
場

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ
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仮
想
通
貨
の
価
格

が
再
び
上
昇
し
て
い

る
。
先
導
す
る
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
は
今
月
に

な
っ
て
過
去
最
高

値
を
更
新
、
年
末

に
向
け
て
10
万
ド

ル
の
声
も
再
び
聞

こ
え
始
め
て
い
る
。

通
称
ア
ル
ト
コ
イ

ン
と
呼
ば
れ
る
他

の
通
貨
の
中
に
は
、

大
手
取
引
所
へ
の
上
場
を
き

っ
か
け
に
一
日
で
価
格
が
5

倍
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

も
は
や
仮
想
通
貨
市
場
は
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
カ
ジ
ノ
の
よ

う
な
様
相
だ
。
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
や
イ
ー
セ
リ
ア
ム
の
よ
う

な
メ
ジ
ャ
ー
な
通
貨
に
関
し

て
言
え
ば
、
機
関
投
資
家
が

本
格
的
に
参
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
暫
く
時
を
経
て

い
る
こ
と
か
ら
、﹁
色
も
の
﹂

と
し
て
冷
た
い
視
線
を
浴
び

せ
ら
れ
る
段
階
は
抜
け
た
と

言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の

一
方
で
、
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
を

含
め
る
と
種
類
が
数
千
に
の
ぼ

る
ア
ル
ト
コ
イ
ン
に
関
し
て
言

え
ば
、
中
に
は
磨
け
ば
光
る
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
の
よ
う
な

も
の
が
転
が
っ
て
い
る
の
も
事

実
だ
と
思
う
が
、
中
に
は
詐
欺

ま
が
い
の
も
の
も
あ
る
た
め
、

投
資
に
は
充
分
に
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る
。
直
近
の
例
で
言

え
ば
昨
今
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

で
人
気
の
ド
ラ
マ
﹁
イ
カ
ゲ
ー

ム
﹂
と
の
関
連
を
匂
わ
せ
た
仮

想
通
貨
、﹁SQ

U
ID

︵
イ
カ
︶﹂

コ
イ
ン
が
例
に
挙
げ
ら
れ
る
。

同
コ
イ
ン
は
先
月
26
日
に
1
コ

イ
ン
あ
た
り
僅
か
1
セ
ン
ト
と

い
う
価
格
で
パ
ン
ケ
ー
キ
ス
ワ

ッ
プ
と
い
う
取
引
所
に
上
場
さ

れ
た
が
、
人
気
ド
ラ
マ
﹁
イ
カ

ゲ
ー
ム
﹂
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
使
わ
れ

る
と
の
触
れ
込
み
で
人
気
を

集
め
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
報
道
も
あ
り
、
そ
の

価
格
は
11
月
1
日
朝
の
段

階
で
38
ド
ル
ま
で
急
騰
し

た
。
信
じ
ら
れ
な
い
出
来

事
が
起
き
た
の
は
同
日
そ

の
後
。
上
が
り
続
け
る
同

コ
イ
ン
の
価
値
は
僅
か
10

分
間
で
６
２
８
ド
ル
33
セ

ン
ト
か
ら
２
８
５
６
ド
ル

65
セ
ン
ト
ま
で
上
昇
、
そ

こ
で
同
コ
イ
ン
の
開
発
者

た
ち
が
持
ち
分
を
全
て
売

り
に
出
し
、
価
格
が
一
気

に
１
０
０
分
の
7
セ
ン
ト

ま
で
落
ち
た
と
言
う
。
こ

れ
は
も
は
や
、
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
ラ
イ
ド
な
ど

と
呼
べ
る
も
の
で
は
無

い
。
た
だ
、
一
方
で
﹁
億

り
人
﹂
と
い
う
言
葉
が
生

ま
れ
た
よ
う
に
、
既
存
の

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
事
が
起
こ
り
、
結
果
と

し
て
巨
万
の
富
を
築
き
上

げ
る
人
が
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
仮
想
通
貨
ブ
ー

ム
は
天
国
の
入
口
か
、
地

獄
へ
の
通
り
道
か
。
凄
い

時
代
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶
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仮想通貨ブーム、再到来か。気をつけるべき点は？

日
本
で
は
10
月
31
日
の
投
開

票
で
総
選
挙
が
終
わ
り
、
ア
メ

リ
カ
で
も
、
11
月
２
日
に
一
部

の
地
方
選
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

で
両
国
と
も
政
局
が
安
定
し
た

か
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
そ

う
は
行
か
な
い
。
日
本
の
場
合

は
、
岸
田
政
権
へ
の
信
任
が
さ

れ
た
か
に
見
え
る
が
、
総
理
と

し
て
は
来
年
２
０
２
２
年
夏
の

参
院
選
に
勝
た
ね
ば
政
権
基
盤

は
固
ま
ら
な
い
。
一
方
で
、
ア

メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
政
権
の
場

合
は
２
０
２
２
年
11
月
の
中
間

選
挙
ま
で
１
年
を
切
る
中
で
、

政
局
運
営
は
益
々
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。

ま
ず
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
だ
が
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
バ
ー
ジ
ニ

ア
州
知
事
選
に
お
け
る
民
主
党

の
敗
北
を
大
き
く
取
り
上
げ
て

い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利
や

人
種
問
題
な
ど
で
リ
ベ
ラ
ル
な

政
策
を
強
め
す
ぎ
る
教
育
政
策

へ
の
反
発
、
あ
る
い
は
共
和
党

の
ト
ラ
ン
プ
と
距
離
を
置
い
た

選
挙
戦
が
成
功
し
た
と
い
う
よ

う
な
解
説
と
と
も
に
、
民
主
党

退
潮
か
と
い
う
危
機
感
を
煽
る

も
の
が
多
い
。
だ
が
、
同
時
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
知
事

選
で
も
苦
戦
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
民
主
党
の
抱
え
る

問
題
は
別
と
思
わ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
た
現
職
の
マ
ー
フ

ィ
ー
氏
が
事
前
の
世
論
調
査
で

は
圧
勝
と
い
う
予
想
が
さ
れ
て

い
た
。
だ
が
、
フ
タ
を
開
け
て

み
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
的
な
言
動

を
繰
り
返
し
て
き
た
共
和
党
の

チ
ャ
タ
レ
リ
候
補
が
猛
追
。
現

職
と
し
て
は
意
外
な
辛
勝
と
な

っ
た
。
私
は
投
票
日
当
日
に
、

左
右
両
派
に
ス
イ
ン
グ
す
る
こ

と
で
有
名
な
町
を
通
る
機
会
が

あ
っ
た
が
、
チ
ャ
タ
レ
リ
候
補

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
あ

る
﹁JA

C
K

﹂
と
い
う
看
板
が

林
立
し
て
お
り
驚
か
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ー
ト

な
ト
ラ
ン
プ
派
の
数
は
多
く
は

な
い
わ
け
で
、
民
主
党
州
政
へ

の
反
発
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な

も
の
と
は
思
え
な
い
。
つ
ま

り
、
一
連
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
﹁
不
自
由
﹂
へ
の
反
発
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
町
の

場
合
、
確
か
に
地
元
に
根
ざ
し

た
巨
大
ス
ー
パ
ー
で
は
、
マ
ス

ク
着
用
率
は
終
始
低
く
﹁
コ
ロ

ナ
禍
へ
の
ス
ト
レ
ス
﹂
が
感
じ

ら
れ
た
か
ら
だ
。
と
い
う
こ
と

は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
で
起
き
た
こ

と
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う

よ
り
も
コ
ロ
ナ
疲
れ
と
い
う
深

層
心
理
と
見
た
方
が
良
さ
そ
う

だ
。問

題
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
疲
れ

と
い
う
の
が
、
中
道
か
ら
右
の

世
論
に
は
相
当
に
根
深
い
と
い

う
こ
と
だ
。
マ
ス
ク
を
強
制
さ

れ
た
恨
み
、
職
を
失
っ
た
と
い

う
よ
り
も
レ
ス
ト
ラ
ン
、バ
ー
、

ジ
ム
を
閉
鎖
さ
せ
ら
れ
た
恨
み

と
い
う
の
は
根
深
く
、
そ
し
て

簡
単
に
は
水
に
流
せ
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
へ
の
本

能
的
な
反
発
が
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
保
守
の
抱
え
る
、
独
特
の
自

己
決
定
権
信
仰
は
、
簡
単
に
修

正
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
ワ
ク
チ
ン
も
、

﹁
２
度
と
経
験
し
た
く
な
い
と

い
う
怨
念
﹂
と
し
て
残
り
そ
う

だ
。こ

こ
に
バ
イ
デ
ン
政
権
の
最

大
の
困
難
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、
い
つ

の
間
に
か
日
本
に
抜
か
れ
、
今

で
は
全
人
口
に
占
め
る
﹁
接
種

完
了
者
﹂
で
は
14
％
も
離
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
差
が
、
何
乗
に

も
な
っ
て
感
染
率
の
大
き
な
差

と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ

以
上
﹁
接
種
義
務
化
﹂
を
進
め

る
こ
と
に
は
政
治
的
な
リ
ス
ク

が
伴
う
。
そ
れ
で
も
、
バ
イ
デ

ン
氏
は
官
民
の
職
域
に
お
け
る

義
務
化
を
進
め
る
構
え
だ
が
、

そ
の
先
に
は
、
予
定
通
り
実
施

で
き
る
か
と
い
う
問
題
と
、
そ

の
結
果
と
し
て
日
本
の
よ
う
な

感
染
の
抑
え
込
み
が
で
き
る
か

と
い
う
問
題
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
審
議

に
難
航
し
た
と
は
い
え
巨
額
の

イ
ン
フ
ラ
予
算
を
通
し
て
景
気

の
維
持
に
努
め
る
な
ど
、
と
に

か
く
前
へ
進
む
し
か
な
い
。
こ

れ
か
ら
の
１
年
、
バ
イ
デ
ン
政

権
の
道
の
り
は
非
常
に
厳
し
い

と
言
え
よ
う
。

一
方
で
、
自
公
政
権
が
信
任

を
受
け
た
形
と
な
っ
た
日
本
の

政
局
は
遙
か
に
安
定
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
日
本

に
は
別
の
困
難
が
あ
る
。
１
つ

は
ア
ジ
ア
の
軍
拡
競
争
の
問
題

だ
。
総
裁
選
と
総
選
挙
を
通
じ

て
日
本
で
は
﹁
敵
基
地
攻
撃
能

力
﹂
に
つ
い
て
の
論
戦
が
盛
ん

と
な
っ
た
。
日
本
人
は
﹁
い
つ

も
の
保
守
ア
ピ
ー
ル
﹂
と
い
う

﹁
内
向
き
の
話
﹂
と
思
っ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
実
は
近
隣
国
の

世
論
を
刺
激
し
て
お
り
、
放
置

し
て
お
く
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
軍
拡
競
争
が
加
速
す
る
危
険

が
あ
る
。
一
方
で
、
円
安
が
ズ

ル
ズ
ル
と
危
険
水
域
に
入
っ
て

き
た
中
で
は
、
計
算
と
し
て
軍

拡
競
争
へ
回
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
は
限
ら
れ
る
。つ
ま
り﹁
円

安
＋
緊
張
拡
大
﹂
を
求
心
力
と

し
て
き
た
安
倍
路
線
が
成
立
し

な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。で
は
、

岸
田
氏
に﹁
円
高
＋
緊
張
緩
和
﹂

へ
と
国
策
を
転
じ
る
だ
け
の
決

意
が
あ
る
か
と
い
う
と
疑
問
が

残
る
わ
け
で
、
日
本
が
直
面
す

る
潜
在
的
な
危
機
は
ア
メ
リ
カ

の
比
で
は
な
い
。

と
り
あ
え
ず
選
挙
の
季
節
は

終
わ
っ
た
が
、
日
米
と
も
に
政

局
が
﹁
一
寸
先
は
闇
﹂
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
／
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

日
米
の
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
２
０
２
２
年
の
政
局
を
考
え
る

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

企
業
に
接
種
義
務

従
業
員
１
０
０
人
以
上
の
会
社

無
料
乳
が
ん
検
診

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

米
国
労
働
安
全
衛
生
局
︵
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ａ
︶
は
４
日
、
従
業
員
数

１
０
０
人
以
上
の
企
業
を
対
象

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
た
は
少
な

く
と
も
毎
週
の
検
査
を
義
務
付

け
る
措
置
の
詳
細
を
発
表
し

た
。雇

用
者
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
に

つ
い
て
は
、
会
社
全
体
の
従
業

員
数
が
１
０
０
人
以
上
の
民
間

企
業
が
対
象
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

の
従
業
員
を
含
む
。
派
遣
社
員

に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
企
業
の

従
業
員
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
、

建
設
工
事
現
場
の
よ
う
に
複
数

の
企
業
か
ら
従
業
員
が
集
ま
る

事
業
所
に
お
い
て
は
、
元
請
会

社
は
、
自
社
の
従
業
員
の
み
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
。

ま
た
、
一
度
で
も
従
業
員
数

が
１
０
０
人
を
超
え
た
場
合
は

対
象
と
な
り
、
そ
の
後
従
業
員

数
が
１
０
０
人
を
下
回
っ
て

も
、
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
。

た
だ
し
、
在
宅
勤
務
中
・
屋
外

の
仕
事
の
み
に
従
事
・
他
者
が

い
る
職
場
に
出
勤
す
る
こ
と
の

な
い
従
業
員
は
適
用
対
象
外
と

な
る
な
ど
注
意
事
項
が
あ
る
。

対
象
と
な
る
企
業
・
雇
用
者

に
要
求
さ
れ
る
事
項
と
し
て

は
、︵
１
︶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
方

針
の
策
定
・
実
施
︵
２
︶
従
業

員
の
接
種
状
況
の
把
握
︵
３
︶

従
業
員
の
接
種
に
対
す
る
配
慮

︵
４
︶
接
種
を
完
了
し
て
い
な

い
従
業
員
に
対
す
る
検
査︵
５
︶

陽
性
の
従
業
員
に
よ
る
雇
用
者

へ
の
通
知
と
退
勤
の
指
示︵
６
︶

職
務
中
の
マ
ス
ク
等
の
着
用

︵
７
︶
従
業
員
へ
の
情
報
提
供

︵
８
︶
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ａ
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
亡
及

び
入
院
の
報
告
︵
９
︶
記
録
の

開
示
な
ど
。

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
の
無
料
乳
が

ん
検
診
は
、
11
月
28
日
︵
日
︶

開
催
の
告
知
を
し
て
い
た
無
料

乳
が
ん
検
診
が
、
会
場
の
都
合

に
よ
り
12
月
12
日
︵
日
︶
午
前

９
時
半
か
ら
午
後
５
時
︵
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
除
く
︶
に
変
更
と
な
っ

た
。
予
約
枠
が
埋
ま
っ
た
た
め
、

新
規
の
検
診
予
約
の
受
付
は
終

了
し
て
い
る
。
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
実
現
す
る
た
め
の
第

一
歩
を
促
す
同
検
診
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
住
む
40
歳
以

上
の
女
性
で
過
去
1
年
間
マ
ン

モ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
い
な
い
人

を
対
象
に
、
無
料
で
行
わ
れ
て

い
る
。
当
日
日
本
語
対
応
有

り
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jassi.org 

場
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5
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昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
・

マ
ラ
ソ
ン
が
11
月
７
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
開
催
さ
れ

た
。
優
勝
は
男
子
が
２
時
間
８

分
22
秒
で
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
リ

ル
選
手
︵
ケ
ニ
ア
︶、
女
子
が

２
時
間
22
分
39
秒
で
ペ
レ
ス
・

ジ
ェ
プ
チ
ル
チ
ル
選
手
︵
ケ
ニ

ア
︶
で
ケ
ニ
ア
勢
の
強
さ
を
見

せ
つ
け
た
。
ジ
ェ
プ
チ
ル
チ
ル

選
手
は
今
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
。

日
本
人
男
子
の
最
高
位
は
２

時
間
34
分
4
秒
の
富
安
央
︵
ラ

フ
ィ
ネ
︶
で
13
位
、
日
本
人
女

子
の
最
高
位
は
２
時
間
34
分
4

秒
の
山
口
遥
︵A

C

・K
IT

A

︶

で
12
位
だ
っ
た
。

レ
ー
ス
参
加
者
は
２
０
１
９

年
に
５
万
３
０
０
０
人
だ
っ
た

の
を
今
回
は
約
３
万
人
に
減
ら

し
て
行
わ
れ
た
。
観
客
が
集
ま

り
す
ぎ
な
い
よ
う
給
水
所
や
ゴ

ー
ル
周
辺
も
控
え
め
に
作
ら
れ

る
な
ど
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
す

か
の
よ
う
に
沿
道
に
は
た
く
さ

ん
の
人
が
詰
め
か
け
た
。
今
年

は
50
回
目
と
な
る
記
念
大
会

で
、
著
名
人
で
は
、
プ
ロ
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
ア
ビ
ー
・
ワ
ム
バ

ッ
ク
元
選
手
、
レ
ー
シ
ン
グ
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ラ
イ
ア
ン
・
ブ
リ

ス
コ
ー
選
手
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
ほ
か
、
ク
リ
ン
ト
ン
元
大

統
領
の
長
女
チ
ェ
ル
シ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
さ
ん
も
参
加
し
注
目

を
集
め
た
。

男
子
優
勝
の
ア
ル
バ
ー
ト
・

コ
リ
ル
選
手
︵
ケ
ニ
ア
︶
の

ゴ

ー

ル
︵T

C
S
 N

e
w

 Y
ork 

C
ity

 M
a
ra

thon

の
公
式
ツ
イ

ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
よ
り
︶

Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

コ
リ
ル
選
手
が
優
勝

東
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
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米
国
で
日
本
語
放
送
テ
レ
ビ

ジ
ャ
パ
ン
を
放
送
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
ア
メ
リ
カ
代

本
紙
連
載
東
京
だ
よ
り
や
新

年
寄
稿
で
お
馴
染
み
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
北
岡
和
義
さ
ん
が

10
月
19
日
午
後
６
時
30
分
、
肝

臓
が
ん
の
た
め
東
京
都
内
の
病

院
で
死
去
し
て
い
た
こ
と
が
こ

の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
。
享

年
79
歳
だ
っ
た
。岐
阜
県
出
身
。

葬
儀
は
家
族
で
行
っ
た
。
生
前

の
本
人
の
希
望
で
弔
問
な
ど
は

辞
退
し
て
い
る
。
喪
主
は
妻
邦

表
取
締
役
社
長
の
望
月
鶴
雄
氏

が
、
10
月
31
日
︵
日
︶
、
享
年

61
歳
に
て
急
逝
し
た
。
土
曜
日

の
夜
に
自
宅
ソ
フ
ァ
で
倒
れ
て

い
る
の
を
妻
が
見
つ
け
、
救
急

車
を
呼
ん
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
た
が
病
院
で
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。
死
因
は
心
不
全
。
葬

儀
に
つ
い
て
は
家
族
の
意
向
で

日
本
で
執
り
行
わ
れ
る
予
定
。

子
さ
ん
。

読
売
新
聞
記
者
や
北
海
道
選

出
の
横
路
孝
弘
・
衆
議
員
の
議

員
秘
書
を
経
て
１
９
７
９
年
に

渡
米
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
邦
字

経
済
新
聞
社
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
ビ

ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
社
編
集
長
の

後
、
邦
人
向
け
放
送
局
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ｖ
を
設
立
。２
０
０
６
年
帰
国
、

日
大
国
際
関
係
学
部
特
任
教
授

を
務
め
た
。
著
書
に
１
９
８
１

年
の
ロ
ス
疑
惑
の
謎
に
迫
っ
た

﹃
13
人
目
の
目
撃
者
﹂、
在
外
投

票
運
動
を
記
録
し
た
責
任
編
集

﹃
海
外
か
ら
一
票
を
！
﹄
な
ど

が
あ
る
。
２
０
０
７
年
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
在
外
公
館
長
表
彰
を
受

け
て
い
る
。    

︵
16
面
に
評
伝
︶

望
月
氏
は
１
９
６
０
年
横
浜
市

生
ま
れ
。
83
年
早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
部
を
卒
業
し
同
年
４

月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
。
97
年
ワ

シ
ン
ト
ン
特
派
員
、
２
０
０
０

年
ソ
ウ
ル
支
局
長
、
09
年
ア
ジ

ア
総
局
長
、
11
年
ア
メ
リ
カ
総

局
長
、
19
年
７
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス

モ
メ
デ
ィ
ア
ア
メ
リ
カ
副
社

長
、
20
年
６
月
社
長
に
昇
格
。

就
任
の
挨
拶
で
は
﹁
コ
ロ
ナ

禍
で
物
理
的
な
交
流
が
厳
し
い

時
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
の
生

活
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
り
た
い
﹂
と
抱
負
を

語
っ
て
い
た
。

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
放
送

望
月
社
長
が
急
逝

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

北
岡
和
義
さ
ん
死
去

﹁
新
た
な
地
平
﹂
求
め

日
系
企
業
１
０
１
階
に
集
う

NY 日商の年次ガラで挨拶する JCCI 高岡会頭（４日）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所(

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
高
岡
英
則

会
頭
／
北
米
三
菱
商
事
会
社
社

長
︶
は
４
日
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー

ド
の
ピ
ー
ク
１
０
１
階
で
﹁
第

37
回
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
ガ
ラ
﹂
を

開
催
し
た
。

当
日
は
冨
田
浩

司
駐
米
特
命
全
権
大
使
、
石
兼

公
博
国
連
大
使
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事

の
山
野
内
勘
二
大
使
、
元
Ｎ
Ｙ

総
領
事
の
櫻
井
本
篤
大
使
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
ジ

ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
オ
ー
カ
ー

理
事
長
は
じ
め
日
系
企
業
の
代

表
ら
１
８
５
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
ガ
ラ
は
、
日
米
財
界
人

の
交
流
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス
強
化

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
毎
年
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
最
大
規
模
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
収
束
の
兆
し

が
見
え
る
中
で
の
２
年
ぶ
り
の

開
催
と
あ
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
証

明
を
求
め
て
久
々
の
対
面
方
式

で
日
系
企
業
加
盟
会
社
の
メ
ン

バ
ー
が
一
堂
に
会
し
た
。

今
年
の
ガ
ラ
・
チ
ェ
ア
を
務

め
た
伊
藤
忠
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
会
社
の
社
長
、
茅
野
み
つ

る
さ
ん
が
君
が
代
を
国
歌
斉
唱

し
、
見
事
な
歌
声
を
披
露
し

た
。
基
調
講
演
で
は
、
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構︵
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
︶

の
宇
宙
飛
行
士
、
野
口
聡
一
さ

ん
が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
に
つ
い
て

﹁
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
﹂
に
な

ぞ
ら
え
て
講
演
。
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
、
米
不
動
産
大
手
、
リ

レ
ー
テ
ッ
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ロ
ス
会
長
に

対
談
形
式
で
茅
野
さ
ん
が
壇
上

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

日
米
及
び
世
界
の
友
好
と
理

解
に
貢
献
し
た
個
人
に
与
え
ら

れ
る
功
労
賞
﹁
イ
ー
グ
ル
・
オ

ン
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ア
ワ
ー
ド
﹂

は
、
前
駐
日
米
国
大
使
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ハ
ガ
テ
ィ
上
院
議
員

と
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
優
勝
し
た
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の
松
山
英
樹
さ
ん
に
授
与
さ

れ
た
。
ま
た
特
別
顕
彰
と
し
て

第
42
代
米
国
副
大
統
領
で
第
24

代
駐
日
米
国
大
使
を
務
め
た
ウ

ォ
ル
タ
ー
・
モ
ン
デ
ー
ル
氏︵
故

人
︶
に
コ
メ
モ
レ
イ
テ
ィ
ブ
・

ア
ワ
ー
ド
が
贈
ら
れ
た
。

野口さん

ハガティ上院議員

松山さん

NY 日商年次ガラを開催
日本人宇宙飛行士の野口さん基調講演

http://www.nyseikatsu.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.oishinbo-ny.com/
tel:9175773969
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
http://www.rostamilaw.com
http://jweeklyusa.com
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　今アメリカの会社・雇用主が直面しているのが Great Resignation と呼ば

れる現象です。Resignation（動詞Resign）は、自分の意思で仕事を辞めること。　

アメリカの労働省が発表した統計によると、８月には 430 万人以上が自ら職

を辞したとのことで、社会に衝撃が走っています。　　

　Great Resignation の背景には、人々がパンデミックの中で自己の仕事を振り返り、本当に自

分に適しているかを考える機会を得たことがあると言われます。そして今コロナ禍が収束の兆し

を見せ、経済が再開し、空前の人手不足の状態が起きる中、多くの人々が、より満足できる働き

がい、給与、Work-Life Balance、安全・健康、勤務地・通勤の柔軟性などを求めて、職を辞め

る決断をしているのです。

　ベビーブーマー世代が大量に引退する中、アメリカの労働者不足は今後も続き、この Great 

Resignation の潮流は今後も社会を揺るがすと見られています。　人々が人生における労働の意

義や価値を見直すとき、会社・仕事場はそれに見合う新しい発想と仕組みで応えなければならな

いでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　              　 ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Great Resignation 「大辞職」現象 米 語
Watch

 【214】

日
本
に
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
な
い
も
の
は
？

クイック USA

67
︵
４
︶
試
用
期
間
が
終
わ
っ
た

ら
本
採
用
で
し
ょ
う
か
？

試
用
期
間
と
本
採
用
と
い
う

労
働
法
上
の
区
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。日

本
か
ら
進
出
企
業
で
よ
く

訊
か
れ
る
質
問
の
1
つ
に
試

用
期
間
が
終
わ
っ
た
ら
本
採

用
か
？

と
い
う
質
問
が
あ
る
。

ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
従
業
員

を
正
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を

ア
ル
バ
イ
ト
と
呼
ん
だ
り
す
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
区
別

も
な
い
。

試
用
期
間
で
あ
れ
ば
解
雇

が
し
や
す
い
と
い
う
法
律
も

な
い
。
基
本
的
に
雇
用
はA

t-
W

ill

︵
随
意
雇
用
︶
と
呼
ば
れ

る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
法

律
に
違
反
し
て
い
な
け
れ
ば
あ

る
い
は
差
別
が
な
け
れ
ば
、
い

つ
、
ど
ん
な
理
由
に
よ
っ
て
も

解
雇
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
従
業
員
も
い
つ
、
ど
ん

な
理
由
に
よ
っ
て
も
辞
職
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

期
間
を
決
め
た
﹁
雇
用
契
約

今
回
は
、
将
来
日
本
で
の
終

活
を
考
え
て
い
る
方
に
向
け
て

の
お
話
で
す
。

日
本
在
住
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
全
世
界
に
あ
る
財
産
に
日

本
の
相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

ど
こ
の
国
に
置
い
て
も
日
本
の

高
い
相
続
税
の
対
象
に
な
る
な

ら
、
帰
国
後
も
高
金
利
の
米
国

に
金
融
資
産
を
残
置
し
た
り
、

値
上
り
が
期
待
で
き
る
不
動
産

を
賃
貸
に
し
て
帰
国
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
米
国
側
の
プ
ロ

ベ
ー
ト
制
度
︵
裁
判
所
管
理
下

で
の
手
続
︶
に
ご
注
意
。
財
産

所
有
者
の
居
住
地
に
関
わ
ら

ず
、
死
亡
時
に
米
国
に
あ
る
財

産
は
プ
ロ
ベ
ー
ト
に
入
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
多
額
の
弁
護

士
費
用
と
一
年
以
上
の
手
続
期

間
が
発
生
し
ま
す
。
一
方
日
本

で
の
相
続
税
申
告
期
限
は
10
か

は
、
財
産
の
種
類
、
金
額
等
を

記
載
し
た
﹁
国
外
財
産
調
書
﹂

を
税
務
署
へ
提
出
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
米
国
に
財
産
を

残
し
て
帰
国
す
る
場
合
は
日
本

側
に
財
産
を
報
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

11
月
17
日
︵
木
︶
午
後
6
時

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

﹃
知
っ
て
得
す
る
!!

日
本
の

相
続
＆
贈
与
の
話
﹄
開
催
中
。

詳
し
く
は
下
段
の
広
告
を
参

照
。

大
谷

亜
紀
／
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
税
理

士
法
人

資
産
税
部
部
長
資
産

税
専
門
税
理
士
。
国
際
相
続
も

含
め
数
多
く
の
相
続
対
策
を

支
援
。
相
談
は soudan-s@

toma.co.jp

ま
で

日
本
で
の
賢
い
終
活
を

月
で
す
か
ら
、
無
対
策
だ
と
期

限
内
に
申
告
が
間
に
合
わ
ず
、

無
申
告
加
算
税
な
ど
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
生
じ
ま
す
。
今
す
ぐ
、
リ

ビ
ン
グ
ト
ラ
ス
ト
な
ど
プ
ロ
ベ

ー
ト
対
策
を
忘
れ
ず
に
。

ま
た
、
日
本
で
は
、
国
外
財

産
を
国
に
報
告
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
5
千
万
円
超
の
国
外

財
産
を
有
す
る
日
本
在
住
者

3

書
﹂
が
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
契
約
社
会
な
の

で
﹁
雇
用
契
約
書
﹂
が
あ
る
の

が
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、﹁
雇
用
契
約
書
﹂
も

作
成
し
な
い
の
が
通
常
の
雇
用

慣
行
で
あ
る
。︵
も
ち
ろ
ん
、

E
xecutive

等
で
雇
用
契
約
書

を
作
成
す
る
こ
と
は
よ
く
行
わ

れ
る
。
ま
た
、
雇
用
契
約
書
を

作
成
し
た
方
が
よ
い
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
弁
護
士
の
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
御
社
の
顧

問
弁
護
士
に
ご
確
認
い
た
だ
け

る
と
幸
甚
で
す
︶

Philosophy LLC 

代
表

山
口

憲
和Norikazu (Kazu) 

Yamaguchi
www.919usa.com

在
外
選
挙
は
現
行
制
度
で

は
、
海
外
在
住
者
が
一
時
帰
国

し
て
日
本
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
海
外
に

い
た
ま
ま
投
票
す
る
に
は
、
在

外
公
館
に
出
向
い
て
投
票
す
る

か
郵
便
投
票
す
る
か
の
２
つ
の

選
択
肢
し
か
な
い
。
特
に
今
回

の
選
挙
は
解
散
か
ら
投
開
票
ま

で
の
期
間
が
戦
後
最
短
の
17
日

間
で
投
票
に
か
け
る
日
程
が
少

な
か
っ
た
。
在
外
選
挙
は
公
職

選
挙
法
で
公
示
翌
日
か
ら
投
開

票
の
６
日
前
ま
で
と
い
う
規
定

が
あ
る
た
め
、
今
回
は
投
票
期

間
が
長
く
て
も
10
月
20
日
か
ら

25
日
ま
で
し
か
な
か
っ
た
。︵
１

面
に
記
事
︶。
海
外
有
権
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ
が
把
握
し
て

い
る
世
界
か
ら
の
主
な
苦
情
は

次
の
通
り
︵
抜
粋
︶。

▽
飛
行
機
代
6
万
円
か
け
て
在

外
公
館
投
票
に
1
日
か
け
て
い

っ
た
。
在
外
投
票
疲
れ
て
死
に

そ
う
︵
ア
メ
リ
カ
在
住
︶”

▽
投
票
日
に
間
に
合
う
よ
う
に

高
額
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ
で
選
管
に
郵
便

投
票
を
送
っ
た
が
、
市
役
所
・

選
管
側
が
英
語
表
記
︵
ま
た
は

ロ
ー
マ
字
︶
の
あ
て
名
が
読
め

ず
受
け
取
り
拒
否
を
し
た
︵
イ

ギ
リ
ス
在
住
︶

▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
選
管

ま
で
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
投

票
用
紙
請
求
か
け
た
が
、
3
週

間
も
か
か
っ
た
の
で
郵
便
投
票

間
に
合
わ
な
か
っ
た
︵
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
在
住
︶

▽
郵
便
投
票
何
度
も
試
し
て
一

度
も
間
に
合
っ
た
こ
と
が
な

い
。
２
０
１
７
年
か
ら
飛
行
機

で
一
人
あ
た
り
３
５
０
ド
ル
か

け
て
在
外
公
館
に
行
っ
て
い

る
。
早
く
ネ
ッ
ト
投
票
導
入
し

て
ほ
し
い
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
在
住
︶”

在
外
選
挙

世
界
各
国
か
ら
悲
鳴

有
権
者
の
声

現
行
制
度
に
限
界

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://kkobo.com/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://goshikiprinting.com/
https://hls-global.com
https://gammalaw.com/ja/
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/


(9  )　　 ［ローカル面］　 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）11 月13 日（土）

 ローカル
  スクランブル　

New Jersey
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
ツ
リ
ー

点
灯
式
が
帰
っ
て
く
る
！

２
０
１
９
年
ま
で
、
年
々

内
容
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
、
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
噂

を
聞
い
た
近
隣
の
市
民
ま
で
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
数
千
人

規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
て

い
た
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
ホ
リ

デ
ー
・
ツ
リ
ー
点
灯
イ
ベ
ン
ト

目
と
な
る
今
年
は
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
点
灯
式
の
ほ
か
、
シ
ョ

ー
や
ラ
イ
ブ
音
楽
な
ど
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
ホ
ッ
ト
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
配
給
、
サ

ン
タ
の
登
場
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
一
昨
年
ま
で
は
、
サ

ン
タ
と
の
記
念
撮
影
会
に
小
さ

い
子
供
た
ち
が
長
蛇
の
列
を
作

っ
た
り
、
移
動
遊
園
地
風
の
乗

り
物
や
ス
ナ
ッ
ク
、
パ
ー
テ
ィ

グ
ッ
ズ
な
ど
が
全
て
無
料
で
提

供
さ
れ
る
な
ど
、
贅
沢
な
内
容

が
話
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
今

回
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の

中
で
、
そ
こ
ま
で
豪
華
な
内
容

は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
規
模

を
縮
小
し
た
形
で
の
出
直
し
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
昨
年
と
違
い
、
会
場
に
集

ま
っ
て
楽
し
め
る
今
年
は
、
住

民
に
と
っ
て
待
望
の
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

が
、
今
年
は
2
年
ぶ
り
に
一
般

公
開
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
る
。

会
場
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ル

タ
ー
・
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
広

場
で
、
12
月
２
日
︵
木
︶
の
午

後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
。
14
回

ビ
ク
ト
リ
ア
建
築
の
住
宅
が

並
ぶ
Ｎ
Ｊ
州
最
南
端
の
街
、
ケ

ー
プ
メ
イ
は
、
海
岸
沿
い
の
歴

史
的
建
造
物
に
宿
泊
し
た
り
、

ク
ジ
ラ
見
学
ツ
ア
ー
の
船
に
乗

っ
た
り
と
、
﹁
夏
の
観
光
地
﹂

と
し
て
人
気
だ
が
、
実
は
冬
の

ケ
ー
プ
メ
イ
も
な
か
な
か
魅
力

的
だ
。

ル
ラ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
・
ツ
ア

ー
﹂
は
、
48
年
続
い
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
土
曜
の
夜
に
、
市

内
に
数
多
く
残
る
、
歴
史
的
建

造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
住

宅
、
宿
泊
施
設
、
教
会
な
ど
を

３
時
間
か
け
て
順
に
見
学
す
る

ツ
ア
ー
で
、
外
観
だ
け
で
な
く

建
物
の
中
に
も
入
る
こ
と
が
で

き
る
。
開
催
日
は
、12
月
４
日
、

バ
ー
ゲ
ン
郡
リ
バ
ー
エ
ッ

ジ
に
あ
る
﹁
ニ
ュ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
﹂
︵
リ
バ

ー
エ
ッ
ジ
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
１
２
０
１
番
地
︶
は
、

１
７
７
６
年
の
独
立
戦
争
時
、

英
国
軍
と
ハ
ド
ソ
ン
川
を
挟
ん

で
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
、
の
ち
の
米
国
初
代
大
統
領
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
将
軍

率
い
る
兵
団
が
、
陣
地
の
あ
っ

た
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
か
ら
一
時
撤

退
し
こ
の
地
で
英
気
を
養
っ
て

態
勢
を
整
え
、
反
撃
に
転
じ
て

米
軍
を
勝
利
に
導
く
き
っ
か
け

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
重

独立戦争の史跡で当時を学ぶ夏
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

冬
の
ケ
ー
プ
メ
イ
を
楽
し
む

11
日
、
18
日
の
３
日
間
で
、
い

ず
れ
も
午
後
５
時
30
分
か
ら
８

時
30
分
ま
で
。
訪
問
コ
ー
ス
は

そ
れ
ぞ
れ
の
日
で
違
う
。
参
加

費
は
大
人
45
ド
ル
、
子
ど
も
30

ド
ル
。

﹁
オ
ー
ル
・
ザ
ッ
ト
・
グ
リ

ッ
タ
ー
ズ
・
ト
ロ
リ
ー
・
ツ
ア

ー
﹂
は
、
１
８
９
９
年
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
当
時
の
市

民
が
新
年
の
お
祝
い
の
た
め
に

必
要
な
も
の
を
買
う
た
め
街
を

巡
る
の
に
同
行
す
る
。
最
後
に

は
有
名
な
邸
宅﹁
フ
ィ
ジ
ッ
ク
・

エ
ス
テ
ー
ツ
﹂
を
訪
問
し
、
新

年
祝
い
の
準
備
を
し
て
い
る
住

民
家
族
に
会
う
、
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
趣
向
の
ツ
ア
ー
。
参
加

費
は
大
人
20
ド
ル
、
子
ど
も
15

ド
ル
。

﹁
ホ
リ
デ
ー
・
ツ
リ
ー
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
﹂
11

月
20
日
︵
土
︶
の
午
後
５
時
か

ら
８
時
ま
で
開
催
。
会
場
は

﹁
フ
ィ
ジ
ッ
ク
・
エ
ス
テ
ー
ツ
﹂。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
に
よ
る
ホ
リ
デ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
の
演
奏
や
、
サ
ン
タ

や
妖
精
が
登
場
す
る
シ
ョ
ー
な

ど
の
あ
と
、
ツ
リ
ー
や
数
千
個

の
灯
り
が
と
も
さ
れ
る
。
参
加

費
は
無
料
。
ま
た
、
フ
ィ
ジ
ッ

ク
エ
ス
テ
ー
ツ
は
、
日
中
は
邸

宅
内
を
一
般
公
開
し
て
お
り
、

室
内
で
は
﹁
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
﹂
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
展

示
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

要
な
史
跡
で
、
現
在
は
バ
ー
ゲ

ン
郡
歴
史
協
会
が
管
理
し
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
。

激
戦
か
ら
２
４
５
周
年
と
な

る
今
年
は
、
同
地
で
、
11
月
21

日
︵
日
︶
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
当
時
の
様
子
を

詳
し
く
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
。﹁
ア
メ
リ
カ
独
立
に
関

す
る
史
跡
﹂
と
い
う
と
ボ
ス
ト

ン
や
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
と
思

い
が
ち
だ
が
、
普
段
生
活
し

て
い
る
身
近
な
場
所
に
も
あ

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。﹁
英
語
で
の
プ
レ
ゼ

ン
を
聴
く
の
は
ち
ょ
っ
と
苦

手
﹂
と
思
う
人
は
、
こ
の
史
跡

を
見
学
に
訪
れ
て
み
る
だ
け

で
も
十
分
価
値
が
あ
る
。
入

場
料
は
大
人
12
ド
ル
、
学
生

７
ド
ル
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：

b
erg

en
cou

n
ty

h
istory

.
org

ア
メ
リ
カ
最
古
の
海
岸
リ
ゾ

ー
ト
し
て
発
展
し
た
同
市
の
歴

史
的
価
値
や
文
化
を
広
く
発
信

し
て
い
る
団
体
﹁
ケ
ー
プ
メ
イ

Ｍ
Ａ
Ｃ
︵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ズ
・

ア
ー
ツ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
︶﹂
は
、

美
し
い
冬
の
ケ
ー
プ
メ
イ
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
11
月

19
日
か
ら
１
月
２
日
に
か
け
て

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ン
・
ケ
ー

プ
メ
イ
﹂
と
題
し
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ド

入
場
料
は
無
料
。

ま
た
、﹁
フ
ィ
ジ
ッ
ク
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ

ウ
ス
・
ツ
ア
ー
﹂﹁
ブ
レ
ッ
ク

フ
ァ
ス
ト
・
ウ
ィ
ズ
・
サ
ン
タ
﹂

﹁
ホ
リ
デ
ー
・
ラ
イ
ツ
・
ト
ロ

リ
ー
・
ツ
ア
ー
﹂﹁
サ
ン
タ
ズ
・

ト
ロ
リ
ー
・
ラ
イ
ド
﹂﹁
ゴ
ー

ス
ツ
・
オ
ブ
・
パ
ス
ト
・
ト
ロ

リ
ー
・
ラ
イ
ド
﹂﹁
ラ
ン
プ
ラ

イ
タ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
ア

ー
﹂
そ
の
他
、
様
々
な
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
ツ
ア
ー
も
実

施
す
る
。︵
詳
細
は
後
述
の
サ

イ
ト
を
参
照
。︶

カ
レ
ン
ダ
ー
や
絵
画
の
世
界

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
よ

う
な
素
敵
な
街
を
散
策
し
、
古

き
良
き
ア
メ
リ
カ
の
ホ
リ
デ
ー

気
分
を
満
喫
し
よ
う
。

ケ
ー
プ
メ
イ
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ

サ

イ

ト

：capem
aym

ac.
org

http://jmart-usa.com/en/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
bergencountyhistory.org
capemaymac.org
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BOOKS
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
で
女
優
の
山
村
美
智
さ
ん
の

新
著
﹃
７
秒
間
の
ハ
グ
﹄
︵
幻

冬
舎
︶
の
出
版
記
念
バ
ー
チ
ャ

ル
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
10
月
27
日

に
日
本
と
全
世
界
を
結
ん
で
行

わ
れ
、
２
１
６
人
が
参
加
し

た
。
同
書
は
、
山
村
さ
ん
の
夫

で
ミ
ス
タ
ー
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
言

わ
れ
た
宅
間
秋
史
さ
ん
と
の
出

会
い
、
結
婚
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

生
活
、
そ
し
て
宅
間
さ
ん
の
食

道
が
ん
と
の
闘
い
と
夫
婦
の
愛

と
絆
を
一
冊
に
ま
と
め
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
。

１
９
８
０
年
に
フ
ジ
テ
レ
ビ

に
入
社
し
た
山
村
さ
ん
は
、
後

に﹁
オ
レ
た
ち
ひ
ょ
う
き
ん
族
﹂

の
ベ
ス
ト
テ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
司

会
に
抜
擢
さ
れ
る
。
山
村
さ
ん

の
目
を
通
し
て
当
時
の
元
気
い

っ
ぱ
い
の
日
本
の
民
放
の
躍
動

感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

本
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
が
、

﹁
モ
ダ
ン
会
﹂
と
い
う
フ
ジ
テ

レ
ビ
で
入
社
時
期
の
近
い
５
人

の
男
女
の
仲
間
た
ち
の
友
情

だ
。
仲
間
と
言
っ
て
も
仕
事

上
、共
に
働
い
た
こ
と
は
な
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
の
遠
藤
龍
之

介
、
営
業
部
の
永
山
耕
三
と
宅

間
秋
史
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
い

た
寺
尾
の
ぞ
み
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

部
の
山
村
美
智
の
５
人
。
海
に

行
っ
た
り
、
プ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

ー
を
主
催
し
た
り
飲
み
会
を
し

た
り
す
る
気
の
合
う
仲
間
だ
。

山
村
さ
ん
は
、
そ
の
モ
ダ
ン

会
の
仲
間
だ
っ
た
宅
間
さ
ん
と

結
婚
。
退
社
し
、
２
０
０
３
年

か
ら
08
年
ま
で
の
５
年
間
を
夫

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
に
伴
っ

て
当
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
活

し
た
。
山
村
さ
ん
は
、
駐
妻
だ

け
の
時
間
と
立
場
に
物
足
り
な

さ
を
感
じ
、
自
分
の
中
に
あ
る

芝
居
に
目
が
向
い
た
。
山
村
さ

ん
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
入
社
す

る
前
の
大
学
生
時
代
、﹁
東
京

キ
ッ
ド
ブ
ラ
ザ
ー
ス
﹂
の
役
者

だ
っ
た
。
日
本
で
上
演
し
た
二

人
芝
居
を
英
語
で
上
演
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
２
年
半

後
の
２
０
０
７
年
、
Ｎ
Ｙ
の
オ

フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
二
人
芝

居
﹁I and M

e &
 Y

ou and 
I

﹂を
上
演
し
た
。﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
た
ち
が
膝
を
叩
い
て
大
笑

い
し
、
鼻
を
啜
り
な
が
ら
泣
い

て
く
れ
た
こ
と
を
と
て
も
印
象

深
く
覚
え
て
い
ま
す
﹂
と
振
り

返
る
。
共
演
し
た
加
山
雄
三
の

娘
で
女
優
の
池
端
え
み
も
体
当

た
り
の
演
技
を
見
せ
た
舞
台

だ
っ
た
。

２
０
１
９
年
７
月
、
自
宅
の

電
話
が
鳴
っ
た
。
夫
か
ら
だ
。

﹁
み
っ
ち
ゃ
ん
、
ご
め
ん
ね
・・・

食
道
が
ん
だ
っ
た
﹂。
さ
ら
り

と
明
る
い
声
で
夫
は
告
げ
た
。

そ
し
て
翌
年
12
月
18
日
午
後
10

時
44
分
。
宅
間
さ
ん
は
旅
立
っ

た
。
本
書
は
、
そ
の
１
年
半
の

闘
病
生
活
と
夫
婦
の
絆
に
ペ
ー

ジ
の
大
部
分
を
割
い
て
描
い
て

い
る
。
描
写
は
ま
る
で
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。

も
し
﹁
モ
ダ
ン
会
﹂
を
モ
デ

ル
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
あ

っ
た
な
ら
出
演
者
は
誰
だ
ろ

う
。
本
を
読
み
終
え
、
勝
手
に

配
役
を
考
え
て
み
た
。
全
員
が

28
歳
頃
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
後
に

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
社
長
、
副
会
長

と
な
る
遠
藤
龍
之
介
役
に
三
宅

裕
司
、﹁
東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ

ー
﹂﹁
ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂

な
ど
ヒ
ッ
ト
を
生
ん
だ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
永
山
耕
三
役
に
時
任

三
郎
、
ミ
ス
タ
ー
フ
ジ
テ
レ
ビ

の
夫
、
宅
間
秋
史
役
に
福
山
雅

治
、
主
人
公
・
山
村
美
智
に
名

取
裕
子
、
Ｎ
Ｙ
へ
渡
米
す
る
寺

尾
の
ぞ
み
役
に
片
平
な
ぎ
さ
、

か
。も
ち
ろ
ん
タ
イ
ト
ル
は﹁
７

秒
間
の
ハ
グ
﹂。
相
手
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
愛
情
ホ
ル
モ
ン

﹁
オ
キ
シ
ト
シ
ン
﹂
が
湧
き
上

が
る
と
い
う
﹁
ナ
ナ
ハ
グ
﹂
は
、

夫
の
宅
間
さ
ん
と
山
村
さ
ん
が

結
婚
当
初
か
ら
決
め
た
夫
婦
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
だ
。

幻
冬
舎
の
社
長
、
見
城
徹
氏

か
ら
﹁
血
を
流
さ
な
い
と
い
い

本
は
書
け
な
い
﹂と
言
わ
れ
た
。

山
村
さ
ん
は
﹁
愛
と
い
う
名
の

血
﹂
を
こ
の
本
で
輸
血
が
必
要

な
ほ
ど
注
い
で
い
る
。︵
三
浦
︶

我が追憶のラブストーリー
山村美智・著

幻冬舎・刊

■子のない夫婦とネコ（群ようこ、幻冬舎）これまでも猫
だけでなく、たくさんの動物についてのエッセイや小説を
発表してきた著者が、「老いとペット」をテーマに描いた
5 編の連作小説。喜びだけじゃないけど、それでもやっぱ
り一緒がいいね。歳を重ねていくなかでの、5 つの家族の
犬や猫との生活の喜びや切ない別れの悲しみを明るいタッ
チで描く。■老人の取扱説明書（平松類、SB 新書）高齢
者の困った行動の原因となるのは、ほとんどが認知症や頑
固な性格よりも、老化による体の変化「老化の正体」だった。
その正体や対処法を知ることで、周囲の人はイライラせず
に冷静に対処でき、高齢者本人は卑屈になることが減るの
だそう。高齢者とその周囲がすべき解決策を医学的背景に
沿って具体的に解説する。■カミサマはそういない（深緑
野分、集英社）目を覚ましたら、なぜか無人の遊園地にいた。
園内には僕をいじめた奴の死体が転がっている。ここは死
後の世界なのだろうか。そこへナイフを持ったピエロが現
れた（「潮風吹いて、ゴンドラ揺れる」）。現代日本、近未来、
異世界など、さまざまな舞台での絶望を描いた全 7 編の短
編集。この物語に救いの神はいるのか？■「氣のめぐり」
をよくする運の磨きかた（勝沼彗衣、三笠書房）私たちは
生まれた瞬間から、その場に流れている「氣」に影響を受
けている。この「氣が循環する法則」を知り、効果的に生
かすだけで、望んでいることが続々と現実になっていくと著者はいう。例え
ばスマホ画面のひび割れを放っておかない、トイレのふたは必ず閉めておく、
など小さいことから始めよう。■民王　シベリアの陰謀（池井戸潤、角川書
店）人を凶暴化させる謎のウイルスに、マドンナこと高西麗子環境大臣が感
染した。泰山は国民を救うべく、息子の翔、秘書の貝原とともにウイルスの
謎に迫り、見えない敵に立ち向かう。『民王』の続編となる政治エンタメ小
説。■アホか。（百田尚樹、新潮新書）政治家の呆れる言動、メディアの欺瞞、
犯罪者の奇想。「アホちゃうか」と呆れ返った事件から、「アホか！」と怒鳴
りつけたくなるような事件、「アホ丸出しやで」と笑ってしまった事件まで。
元テレビ番組構成作家の百田尚樹が思わず唸って書き留めた、92 の事件簿。

（高田由起子）　　　　　　　　　　　　　書籍協力・紀伊國屋書店 NY 本店

５
つ
の
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
﹁
老
い
と
ペ
ッ
ト
﹂
物
語
。
高
齢
者
と
そ
の
周
囲
が
す
べ
き
解

決
策
。
人
間
の
本
性
を
あ
ぶ
り
出
す
ダ
ー
ク
な
短
編
集
。﹁
氣
﹂と﹁
運
﹂の
不
思
議
な
関
係
。

﹃
民
王
﹄
の
続
編
と
な
る
政
治
エ
ン
タ
メ
小
説
。
人
気
作
家
が
ツ
ッ
コ
む
92
の
事
件
簿
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
︶
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｙ
市
民

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
促
す
目
的
で
、

正
面
入
口
前
に
座
る
２
体
の
ラ

イ
オ
ン
像
の
ペ
イ
シ
ェ
ン
ス

︵
忍
耐
︶
と
フ
ォ
ー
テ
ィ
テ
ュ

ー
ド
︵
不
屈
︶
の
前
脚
上
腕
に

赤
い
絆
創
膏
を
貼
っ
た
。

縦
14
イ
ン
チ
横
４
・
６
イ
ン

チ
と
特
大
サ
イ
ズ
の
同
絆
創
膏

は
、
同
大
理
石
像
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
製
と
な
っ
て

い
る
。
同
図
書
館
の
ア
イ
リ
ス
・

ウ
ェ
イ
ン
シ
ャ
ル
最
高
執
行
責

任
者
は
﹁
１
１
０
歳
と
い
う
年

齢
を
考
え
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
像

は
初
期
の
時
点
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
先
日
米
疫
病

管
理
予
防
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶

が
承
認
し
た
５
〜
11
歳
の
接
種

を
五
番
街
か
ら
呼
び
か
け
る
と

同
時
に
、
全
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
接
種
を
目
指
す
同
市
の
取
り

組
み
を
支
持
す
る
﹂
と
話
し
て

い
る
。
２
体
の
同
ラ
イ
オ
ン
像

は
、
昨
年
の
非
常
事
態
宣
言
中

は
感
染
防
止
に
対
す
る
市
民
の

意
識
向
上
を
目
的
に
巨
大
マ
ス

ク
を
着
け
た
こ
と
で
も
話
題
に

な
っ
た
。

ライオン像もワクチン？
NY 公立図書館

110 歳につき３度目

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
tel:2019438003
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
。
本
名
は
山
本
彩

加
。
１
９
８
８
年
８
月
生
ま
れ
。

大
阪
出
身
。
幼
少
期
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
高
校

で
は
軽
音
楽
部
に
所
属
、
部
活

の
大
会
を
通
し
て
ス
テ
ー
ジ
で

歌
う
事
、
歌
で
人
の
心
を
動
か

す
事
が
出
来
る
楽
し
み
を
知

り
、
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
の
道
を

志
し
、
音
楽
専
門
学
校
へ
進
学

し
た
。
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
を
中
心
に

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
師
と

し
て
音
楽
教
室
に
て
勤
務
し
な

が
ら
関
西
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
し
て
き
た
が
、
２
０
１
４
年

４
月
、
日
本
で
の
活
動
に
限
界

を
感
じ
、
活
動
拠
点
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
移
し
た
。

当
地
で
は
、リ
ゾ
ー
ト
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ジ
ノ
、Ｓ
Ｏ
Ｂ
ｓ
、シ
ュ

ガ
ー
バ
ー
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
精
力
的
に
行
っ
て
き

た
。
３
年
前
に
知
り
合
い
の
勧

め
で
英
語
で
の
作
詞
に
興
味
を

抱
き
、
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
の
活
動
を
開
始
し
た
。

音
楽
家
と
し
て
の
活
動
経
歴

は
、
２
０
０
６
年

近
畿
地
区

軽
音
楽
系
コ
ン
テ
ス
ト
﹁W

e 
are sneaker ages

﹂

に

て

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞
受
賞
。

２
０
１
０
年
８
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
泉
大
津
市
大
会
で
優
勝

も
。
来
米
翌
年
に
は
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
台
湾
領
事
館
で
行
わ
れ

た
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
留

学
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
﹂
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
た
ほ
か
、
16

年
９
月

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ハ
ー

レ
ム
地
区
に
て
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ

ブ
、
18
年
10
月

フ
ァ
ー
ス
ト

Ｅ

Ｐ
﹁M

iracle/D
ream

s

﹂

を
リ
リ
ー
ス
、
そ
し
て
今
年

５
月
に
セ
カ
ン
ド
Ｅ
Ｐ
﹁M

y 
story

﹂
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

現
在
新
た
な
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
レ
コ
ー
ド
︵
ビ
ニ
ー
ル

版
と
米
国
で
は
表
記
︶
で
の
新

曲
リ
リ
ー
ス
に
向
け
て
同
時
進

行
中
の
毎
日
だ
。
今
回
の
新
曲

で
は
、
現
在
の
自
身
の
生
活
と

理
想
の
間
で
生
ま
れ
る
ジ
レ
ン

マ
を
歌
っ
て
い
る
。
レ
コ
ー
ド

で
の
リ
リ
ー
ス
予
定
の
楽
曲
で

は
自
身
の
亡
き
父
へ
の
思
い
を

歌
っ
て
い
る
。
新
曲
は
年
内
リ

リ
ー
ス
予
定
、
レ
コ
ー
ド
は
来

年
初
旬
リ
リ
ー
ス
予
定
だ
。

将
来
の
夢
は
何
か
と
尋
ね
る

と
、
す
ば
り
﹁
グ
ラ
ミ
ー
賞
受

賞
を
実
現
し
た
い
で
す
﹂
と
夢

は
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
日

本
国
外
で
現
地
の
言
語
で
活
動

す
る
初
の
日
本
人
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
多
く

の
人
た
ち
に
音
楽
を
届
け
た

り
、
現
地
で
の
Ｔ
Ｖ
・
映
画
・

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
タ
イ

ア
ッ
プ
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は

イ
ベ
ン
ト
出
演
な
ど
様
々
な
結

果
を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

﹁
た
く
さ
ん
の
方
々
へ
日
本

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
飛
び
出
し

て
、
幅
広
い
層
の
人
た
ち
と
音

楽
活
動
を
行
う
事
の
楽
し
さ
や

厳
し
さ
、
年
齢
は
も
ち
ろ
ん
関

係
な
く
、
継
続
し
て
努
力
し
て

い
れ
ば
必
ず
成
果
と
な
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い
で

す
﹂
と
語
る
。
そ
れ
は
自
分
自

身
に
対
す
る
エ
ー
ル
で
も
あ

る
。︵
三
浦
良
一
記
者
、写
真
も
︶

グ
ラ
ミ
ー
賞
に
輝
く
日
を
夢
見
て

シンガーソングライター

AYAKA さん

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
秋
の
装
い

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 120

　11 月に入ると セントラルパークの緑は一斉に赤や金色に変わり、秋の陽
に映える。西側の 67 丁目からパークに入ると、右側にレストラン「タバーン・
オン・ザ・グリーン」の入り口がある。昼食はさほど高価でなく、カジュア
ルな装いで出入りする旅行者が見られる。1934 年にオープンしたこのレスト
ランは道路を隔てたダコタハウスの住民であったジョンレノンを始め、長年
セレブの社交場であったと言われる。しかし 2008 年６月、雇用機会均等委
員会（EEOC）から雇用者に対する性的および人種差別訴訟による 220 万ド
ルの罰金を請求され、同年９月に米連邦破産法 11 条により閉店された。その
後改築され 2014 年春に「タバーン・オン・ザ・グリーン」が再オープンした。
そこに出入りするスタイリッシュな旅行者を捉えた。（ワインスタイン今井絹
江、写真も )NOVEMBER

  ◇氏名：ブネイ・ステンソン（55
歳）
◇職業：技術会社のコンサルタ
ント
◇居住地：ボストン
◇着用の服：ジャケットはバー
バリー、ブラウスはアン・テイ
ラー、バッグはルイ・ヴィトン、
靴はティムス、ネックレスはカ
スタムメイド

◇よく利用する店：ノードスト
ローム
◇好きなブランド：ルイ・ヴィ
トン
◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地良く良質なものを選
ぶ。頭からつま先までブランド
物を使う必要はなし。
◇撮影場所：セントラルパーク
内西 66 丁目

http://www.idocenter.com
https://www.myhappytummyclub.com/
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
２
年
度
第
44

回
目
冬
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考

作
品
発
表
12
月
11
日
号

締
め
切
り

12
月
3
日
︵
金
︶
必
着

第
２
回
選
考

作
品
発
表
1
月
22
日
号

締
め
切
り

1
月
13
日
︵
木
︶
必
着

※
選
考
作
品
の
発
表
号
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

紙
面
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

鉛
筆
を
し
っ
か
り
持
ち
、
強
く
大
き
く
書
き

ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
字
を
ゆ
っ
く
り
堂
々
と
書

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

﹁
は
ら
い
﹂
と
﹁
と
め
﹂
の
区
別
を
し
っ
か

り
書
き
表
し
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

ひ
ら
が
な
の
柔
ら
か
い
曲
線
を
表
現
す
る
に

は
筆
圧
の
調
整
が
必
要
で
す
。

●
中
学
の
部

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き
さ
、
字
間
な
ど
に

気
を
配
り
最
後
ま
で
丁
寧
に
。

●
高
校
・
一
般
の
部

古
典
の
流
れ
を
散
ら
し
書
き
で
ま
と
め
ま
し

た
。
曲
線
の
表
現
と
余
白
の
使
い
方
に
注
意
を

払
い
ま
す
。

応
募
規
定

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.nyseikatsu.
com

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
年
／
年
齢
別
の
﹁
課
題
﹂
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
︵
団
体
名
、
連
絡

先
等
︶
を
記
入
。

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
︵
学
校
・
教
室
単
位
︶
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
今
期
の
作
品
の
送
付
は

、
現
在
の
不
安
定

な
郵
便
事
情
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー

ル
︵info@nyseikatsu.com

︶
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
︵
ス
キ
ャ
ン
し

た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
︶。
も
し
ど

う
し
て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前

述
の
Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
http://www.nyseikatsu
http://www.nyseikatsu
https://www.zebrapen.com/


(13)　　 ［作文のページ］　 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）11月13 日（土）

二
年
越
し
の
ス
ク
ー
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
去
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

に
な
っ
た
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
今
年
は
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〜
九

年
生
全
員
で
行
う
数
少
な
い
大

き
な
行
事
は
運
動
会
以
来
で
し

た
。私

た
ち
、
八
年
生
は
八
月
に

七
年
生
と
一
緒
に
行
っ
た
修

学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
わ

か
り
や
す
く
取
り
入
れ
た
劇
、

﹁D
ream

s Com
e true

﹂︵
通

称
：
ド
リ
カ
ム
︶
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
一
か
ら
何
を

す
る
か
を
考
え
て
、
台
本
を
作

り
ま
し
た
。
リ
ン
カ
ー
ン
、
キ

ン
グ
牧
師
、
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク

ス
の
三
人
の
歴
史
人
物
が
出
て

く
る
劇
で
し
た
。
私
は
劇
で
は

主
役
と
い
う
立
場
で
し
た
。
せ

り
ふ
数
は
み
ん
な
よ
り
も
多

く
、
練
習
期
間
が
中
間
試
験
と

も
重
な
っ
て
い
た
た
め
せ
り
ふ

を
覚
え
る
時
間
が
少
な
く
、
主

役
と
し
て
の
役
目
を
果
た
せ
る

の
か
不
安
で
し
た
。
劇
練
習
の

時
は
台
本
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
ず
、
台
本
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
安
心
感
か
ら
全
く
せ
り
ふ

を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
中
間
試
験
を
終
え
た

時
、
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
約
二
週
間
後
に
控
え
て
い

ま
し
た
。
試
験
が
終
わ
っ
た
と

い
う
余
韻
に
浸
る
暇
も
な
く
せ

り
ふ
を
覚
え
る
た
め
に
バ
ス
移

動
の
時
間
や
隙
間
時
間
を
せ
り

ふ
暗
記
に
充
て
て
覚
え
る
こ
と

に
専
念
し
ま
し
た
。
練
習
の
時

間
に
は
、
せ
り
ふ
が
飛
ん
で
し

ま
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
自
分

か
ら
小
声
で
教
え
た
り
、﹁
こ

こ
は
こ
う
し
た
ら
？
﹂
な
ど
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
よ
り
絆
が
深
ま
っ
た

と
感
じ
ら
れ
る
場
面
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
等
部
で
は
﹁
炎
﹂

の
合
奏
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め

は
全
く
合
わ
な
か
っ
た
合
奏
で

す
が
、
本
番
で
は
今
ま
で
の
中

で
一
番
良
い
も
の
を
聞
い
て
く

れ
て
い
る
方
々
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
も
自
分
で

弾
い
て
い
て
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど

良
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
大
変
な
状
況
下
で
と
て

も
素
敵
な
思
い
出
に
残
る
二
年

越
し
の
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
４
年
６
か
月
︶

  

日
本
の
田
舎
で
は
、
車
が
な

い
と
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
例

え
ば
僕
の
祖
父
母
の
住
ん
で

い
る
家
か
ら
は
一
番
近
い
コ

ン
ビ
ニ
ま
で
車
で
10
分
ぐ
ら

い
か
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

年
を
と
っ
て
も
車
は
必
要
で

す
。
で
も
た
っ
た
10
分
間
の

運
転
で
も
事
故
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
今
高
齢
化
社
会

が
進
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
高
齢

化
社
会
と
い
う
の
は
老
人
が

増
え
て
、
若
者
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
高
齢

者
は
目
や
耳
な
ど
が
だ
ん
だ

ん
悪
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

信
号
が
見
え
な
か
っ
た
り
し

て
赤
信
号
で
も
間
違
え
て
交

差
点
を
通
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
あ
と
高
齢
者

は
反
射
神
経
が
若
者
に
比
べ

て
鈍
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
前
の
車
が
急
に
止

ま
っ
て
も
素
早
く
行
動
が
で

き
な
く
て
追
突
事
故
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
僕

は
、
祖
父
母
が
い
つ
か
事
故

を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
で
す
。

こ
う
い
う
問
題
を
防
ぐ
車

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
Ａ
Ｉ

を
使
っ
た
自
動
運
転
車
で
す
。

自
動
運
転
車
に
は
、
自
動
ブ

レ
ー
キ
の
機
能
が
付
い
て
い

る
も
の
が
多
い
で
す
。
車
の

前
の
部
分
に
セ
ン
サ
ー
が
あ

り
、
前
の
車
が
停
ま
る
と
そ

れ
を
感
知
し
て
自
動
的
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
機
能
は
、
自
動
運
転
車

の
レ
ベ
ル
１
と
２
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
、
ホ
ン
ダ
は

レ
ベ
ル
３
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と

い
う
自
動
運
転
車
を
開
発
し

て
い
ま
す
。
レ
ベ
ル
３
の
車

に
な
る
と
、
自
動
で
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
て
く
れ
る
だ
け
で

な
く
、
高
速
道
路
な
ど
の
限

定
さ
れ
た
場
所
で
完
全
に
運

転
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。自

動
運
転
車
に
は
色
々
な

良
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

も
ち
ろ
ん
悪
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
の
例

は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
会
社

が
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
、
排
気
ガ
ス
の
量
が
多

く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

自
動
運
転
車
に
は
エ
ン
ジ
ン

を
止
め
な
く
て
も
、
駐
車
で

き
る
機
能
が
付
い
て
い
る
の

で
、
駐
車
し
て
い
て
も
そ
の

機
能
が
オ
ン
に
な
っ
て
い
た

ら
、
排
気
ガ
ス
を
出
し
続
け

て
し
ま
い
ま
す
。

高
齢
化
が
続
く
限
り
高
齢

者
の
車
の
事
故
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
僕
の
祖

父
母
の
よ
う
に
、
年
を
と
っ

て
も
生
活
に
車
が
必
要
な
人

た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
自
動
運
転
車
の
開

発
が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  

︵
滞
米
15
年
︶

ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
、
ふ
く

お
か
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に

家
族
で
行
き
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
か
ら
車
で
五
分
の

山
の
上
に
、
ふ
れ
あ
い
の
森
と

い
う
公
園
が
あ
り
ま
す
。
ふ
れ

あ
い
の
森
に
は
、
大
き
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
た
く
さ
ん
の
遊
具
、

ま
た
広
い
森
が
あ
っ
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た
時
に

は
か
な
ら
ず
行
く
、
ぼ
く
の
大

好
き
な
公
園
で
す
。

今
回
は
、
七
月
三
十
一
日
に
、

マ
マ
と
ぼ
く
で
虫
と
り
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
日
は
快
晴
で
、

す
ご
く
あ
つ
い
日
で
し
た
。
ち

ゅ
う
車
場
の
す
ぐ
近
く
に
遊
具

広
場
が
あ
り
、
す
べ
り
台
や
ブ

ラ
ン
コ
で
遊
び
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
虫
を
さ
が

し
に
森
の
中
へ
行
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
森
に
は
﹁
さ
く
ら

の
森
﹂、﹁
も
み
じ
の
森
﹂、﹁
木

の
実
が
な
る
森
﹂
が
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
た
ち
は
、
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
さ
が
す
た
め

に
、
一
番
遠
い
木
の
実
の
な
る

森
ま
で
行
き
ま
し
た
。
森
の
中

で
は
、
セ
ミ
が
う
る
さ
い
く
ら

い
鳴
い
て
い
ま
し
た
。
山
道
を

登
っ
た
り
下
っ
た
り
し
て
、
持

っ
て
い
た
三
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
お
茶
が
か
ら
っ
ぽ
に
な
り

ま
し
た
。
歩
い
て
い
る
と
ち
ゅ

う
、
森
の
と
な
り
に
あ
る
牧
場

か
ら
、
フ
ン
の
に
お
い
が
し
て

く
さ
か
っ
た
で
す
。

と
れ
た
虫
は
、
ト
ノ
サ
マ
バ

ッ
タ
、
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
、

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ

ハ
で
し
た
。
つ
か
ま
え
ら
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
カ
マ
キ
リ
、

ク
ロ
ア
ゲ
ハ
、
ナ
ナ
フ
シ
も
見

つ
け
ま
し
た
。

２
時
間
ぐ
ら
い
森
の
中
に
い

た
後
、
ち
ゅ
う
車
場
に
も
ど
っ

て
来
て
、
自
動
販
売
き
で
お
茶

を
買
い
ま
し
た
。
の
ど
が
カ
ラ

カ
ラ
だ
っ
た
の
で
ゴ
ク
ゴ
ク
の

み
ま
し
た
。
マ
マ
は
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
食
べ
て
い

ま
し
た
。﹁
お
い
し
い
の
﹂
と

ぼ
く
が
聞
く
と
、﹁
味
は
お
い

し
い
け
れ
ど
、
に
お
い
が
牛
の

フ
ン
な
の
で
悲
し
い
﹂
と
マ
マ

が
言
い
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、

さ
っ
き
の
牧
場
の
に
お
い
が
こ

こ
ま
で
し
て
い
る
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。
マ
マ
の
言
葉
を
聞
い

て
ゲ
ラ
ゲ
ラ
わ
ら
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

今
回
も
、
ふ
れ
あ
い
の
森
で

の
遊
び
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
行
っ
た
時
は
、
ふ
れ
あ

い
の
森
に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
５
か
月
︶

ぼ
く
の
母
は
、
と
て
も
働
き

者
で
す
。
頭
が
い
た
く
て
も
休

ま
ず
家
事
を
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
を
確
信
し
た
の
は
、
コ

ロ
と
言
う
名
前
の
犬
を
飼
い
始

め
て
か
ら
で
す
。
ぼ
く
は
、
犬

ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で
ア
メ
リ
カ

に
来
る
前
に
漢
方
薬
を
用
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ま

だ
な
の
で
徹
底
的
に
掃
除
し
て

く
れ
ま
す
。

ぼ
く
達
は
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ

に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
い
つ

も
母
が
日
本
食
を
作
っ
て
く
れ

ま
す
。
ま
ず
大
変
な
の
は
、
材

料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
普
通
の
ス
ー
パ
ー
に
行
く

の
も
、
車
で
往
復
二
十
分
は
か

か
り
ま
す
。
日
本
だ
と
歩
い
て

二
分
で
す
。
日
本
食
だ
と
も
っ

と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
で
み
な
さ
ん
も
分
か
っ

た
は
ず
で
す
。
み
な
さ
ん
の
母

も
大
変
な
こ
と
を
や
っ
て
る
は

ず
で
す
。
な
の
で
み
な
さ
ん
も
、

進
ん
で
お
手
伝
い
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　︵
滞
米
８
か
月
︶
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﹁
い
つ
も
あ
り
が
と
う
﹂

　
　

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
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授
業
校
小
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わ
た
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フ
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ニ
ュ
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ヨ
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校
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古
部

葵

ぼ
く
は
、
ぜ
ん
ぶ
の
の
り
も

の
が
す
き
で
す
。
り
ゆ
う
は
、

の
り
も
の
が
み
ん
な
を
は
こ
ぶ

か
ら
で
す
。
の
り
も
の
に
の
れ

ば
、
と
お
い
と
こ
ろ
へ
い
け
る

し
、
あ
ん
ぜ
ん
だ
し
、
は
や
く

と
う
ち
ゃ
く
で
き
ま
す
。

　
　
　︵
滞
米
４
年
２
か
月
︶
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Ｎ
Ｙ
市
当
局
は
４
日
、
５
〜

11
歳
を
対
象
に
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

使
用
さ
れ
る
の
は
小
児
薬
用

量
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
‐
バ
イ
オ
エ

ヌ
テ
ッ
ク
社
製
ワ
ク
チ
ン
で
、

す
で
に
23
万
回
分
以
上
が
分
配

さ
れ
て
い
る
。
同
市
が
運
営
す

る
会
場
で
接
種
を
受
け
た
場
合

は
、
ひ
と
り
当
た
り
１
０
０
ド

ル
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、

申
請
方
法
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
知
ら

さ
れ
る
。

各
自
治
体
が
給
付
金
な
ど
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
す
一
方
、

子
ど
も
の
接
種
を
躊
躇
す
る
保

護
者
は
少
な
く
な
い
。
カ
イ
ザ

ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
財
団
が
５
〜

11
歳
の
親
を
対
象
に
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
﹁
で
き
る
だ
け
早

く
子
ど
も
に
接
種
さ
せ
る
﹂
は

27
％
程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
、

多
く
は
﹁
様
子
を
見
る
﹂
と
返

答
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
専

用
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン﹁
２
１
２
﹂

を
設
け
、
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
る
。
同
市
は
、
年
齢
に

関
わ
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

に
は
１
０
０
ド
ル
を
給
付
し
て

お
り
、
地
方
自
治
体
職
員
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
義
務
付
け
ら
れ

た
場
合
は
５
０
０
ド
ル
受
理
で

き
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
で
は
、
11

月
２
日
︵
火
︶
に
持
久
走
記
録

会
を
実
施
し
た
。

次
年
度
の
学
校
移
転
の
た

め
、
現
在
の
校
舎
で
行
わ
れ
る

最
後
の
持
久
走
記
録
会
と
な
っ

た
。
児
童
代
表
の
﹁
持
久
走
は

自
分
と
の
戦
い
で
す
。
頑
張
り

ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
挨
拶
で
始

ま
り
、
中
等
部
女
子
、
初
等
部

４
〜
６
年
生
は
１
０
０
０
ｍ

を
、
中
等
部
男
子
は
１
５
０
０

ｍ
を
力
強
く
走
り
切
っ
た
。

低
学
年
や
保
護
者
の
温
か
い

応
援
を
受
け
て
、
頑
張
っ
て
走

る
姿
が
見
ら
れ
た
。
練
習
で
は

足
を
止
め
て
し
ま
っ
た
上
り
坂

も
、
軽
や
か
に
駆
け
抜
け
、
こ

れ
ま
で
の
積
み
重
ね
の
成
果
を

発
揮
し
た
。
参
加
し
た
児
童･

生
徒
か
ら
は
、
練
習
や
試
走
の

タ
イ
ム
と
本
番
の
タ
イ
ム
を
比

較
し
、﹁
タ
イ
ム
が
縮
ん
だ
﹂﹁
目

標
を
達
成
で
き
た
﹂
と
い
う
声

が
聞
か
れ
、
自
分
自
身
の
体
力

の
向
上
を
実
感
し
、
喜
び
や
達

成
感
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
た
。

ＮＹ日本人学校

持久走記録会を実施

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
全
日

課
程
幼
児
ク
ラ
ス
で
は
、
10
月

28
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ご
っ
こ
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
子
ど
も

た
ち
は
家
か
ら
衣
装
を
着
て
登

園
。
消
防
士
、
エ
ル
サ
、
ア
マ

ビ
エ
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
な
ど

色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
子
ど
も
達
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
玄

関
前
で
待
っ
て
い
た
。

昨
年
度
は
バ
ー
チ
ャ
ル
だ
っ

た
が
、今
年
度
は
対
面
で
実
施
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

ハ
ロ
ウ
イ
ン

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
お
菓

子
を
入
れ
る
袋
を
片
手
に
﹁
お

ば
け
い
る
か
な
あ
﹂
と
言
い
な

が
ら
校
内
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
の
部
屋
を
訪
れ
た
。
お
菓
子

に
惹
か
れ
て
﹁
ト
リ
ッ
ク

オ

ア

ト
リ
ー
ト
﹂
を
言
う
の
を

忘
れ
て
し
ま
う
子
、
仮
装
を
し

て
い
る
人
を
見
て
驚
き
、
お
そ

る
お
そ
る
お
菓
子
を
も
ら
う
子

と
反
応
は
様
々
だ
っ
た
が
、
お

菓
子
が
袋
に
入
る
と
ど
の
子
の

顔
も
ほ
こ
ろ
ん
だ
。
今
す
ぐ
袋

を
開
け
た
い
気
持
ち
を
ぐ
っ
と

こ
ら
え
て
、
各
々
の
カ
バ
ン
に

ふ
く
ら
ん
だ
お
菓
子
袋
を
入

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ご
っ
こ
を
終

了
し
た
。

小
児
も
コ
ロ
ナ
予
防
接
種

１
０
０
ド
ル
の
お
小
遣
い
も

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
4
月
か

ら
小
学
1
〜
3
年
生
を
対
象

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
国
語

と
算
数
の
教
室
を
開
講
し
て
い

る
。
11
月
15
日
︵
月
︶
か
ら

22
日(

月
︶
ま
で
無
料
授
業
体

験
・
見
学
会
を
開
催
す
る
。
文

部
科
学
省
検
定
済
教
科
書
を
使

用
し
、
日
本
語
の
文
章
を
正
し

く
深
く
読
む
力
を
つ
け
る
と
と

も
に
、
算
数
の
学
習
で
も
、
計

算
力
だ
け
で
な
く
、
考
え
る
力

を
身
に
つ
け
る
双
方
向
授
業
を

展
開
し
て
い
る
。
定
員
各
5
名

程
度
︵
先
着
順
︶。
参
加
費
無

料

。
参
加
加
方
法
はG

oogle 
M

eet

使
用

申
し
込
み
は
フ

ォ
ー
ム
を
送
信
。
フ
ォ
ー
ム

は
こ
ち
ら
︵https://form

s.
g

le
/P

8
K

m
1

9
G

K
T

rX
ozm

jK
7

︶

育
英
学
園
が
国
語
と
算
数

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
見
学
会

声
援
を
受
け
な
が
ら
走

る
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
児

童
生
徒
た
ち

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://www.jwsny.org
http://ze-edu.com
https://forms.gle/P8Km19GKTrX
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高
校
生
︵
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
︶
の
息
子
が
い
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
高
校
に
入
学
す
る
前
に
、

中
西
部
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

郊
外
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
今

ま
で
の
ん
び
り
し
た
環
境
で
し

た
が
、
こ
ち
ら
の
学
校
は
レ
ベ

ル
が
高
く
息
子
は
授
業
に
つ
い

て
い
く
の
に
必
死
で
す
。
大
学

進
学
の
た
め
に
は
、
勉
強
意
外

に
様
々
な
活
動
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
聞
き
ま
す
。
時
間
が
な

い
中
、
息
子
に
ク
ラ
ブ
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学

が
ど
う
し
て
志
願
者
の
課
外
活

動
に
注
意
を
払
う
の
か
も
理
解

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
的
な

と
こ
ろ
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。︵
Ｎ
Ｙ
州
、

母
︶

Ａ

ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
、
も

ち
ろ
ん
志
願
者
の
学
校
の
成
績

を
一
番
考
慮
に
入
れ
て
入
学
選

考
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時

に
勉
強
以
外
で
あ
る
程
度
の
年

月
を
か
け
て
追
求
し
て
い
る
趣

味
や
興
味
の
あ
る
こ
と
に
も
注

目
し
ま
す
。
学
校
の
勉
強
は
誰

も
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
で
あ
る
の
に
対
し
、
課
外
活

動
は
自
分
の
興
味
や
才
能
に
応

じ
て
自
発
的
に
選
ぶ
も
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
学
生

間
で
刺
激
を
与
え
共
に
学
び
合

う
環
境
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
た
め
に
も
自
分
の

考
え
で
行
動
で
き
る
学
生
を
求

め
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
自

信
を
持
っ
て
自
分
の
経
験
や
知

識
を
他
の
学
生
に
分
か
ち
合
え

る
く
ら
い
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

な
お
良
い
の
で
す
。

課
外
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

い
く
つ
か
の
活
動
を
こ
な
す
た

め
に
は
、
勉
強
と
の
両
立
を
考

え
責
任
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
従
事
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
単
に
参
加
す

る
だ
け
で
も
時
間
の
管
理
の
仕

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
学

に
好
印
象
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
機
会
も
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
他
の
人
達
を
指
導
す
る
立

場
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
自
ら

考
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
使
っ
て
行
動
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
大
学
進
学
準
備
や

大
学
を
卒
業
し
た
後
に
も
役
立

ち
ま
す
。

課
外
活
動
は
日
々
の
生
活
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な

く
、
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
と
周
り
の
人
達
を
助
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
今
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
社
会
の
問
題
点

に
気
づ
く
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私

の
生
徒
の
中
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
環
境
問
題

や
ホ
ー
ム
レ
ス
の
存
在
を
知

り
、
さ
ら
に
自
分
で
も
知
識
を

習
得
し
て
大
学
で
よ
り
深
く
学

ぼ
う
と
す
る
人
が
い
ま
す
。
ま

た
将
来
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル

に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
高
校

生
が
病
院
や
救
急
救
命
隊
︵
Ｅ

Ｍ
Ｓ)

な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
な
い
と
、
思
い
描

い
て
い
る
職
業
に
対
し
て
行
動

が
伴
っ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ

合
否
に
不
利
に
な
る
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。

特
に
私
立
大
学
や
難
関
公

立
大
学
の
多
く
で
は
、
学
力

だ
け
で
な
く
個
人
の
資
質

(personal qualities)

を

点

数
化
し
て
志
願
者
を
評
価
し
ま

す
。
そ
れ
は
主
に
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
推
薦
状
や
、
願

書
の
課
外
活
動
を
列
挙
す
る
セ

ク
シ
ョ
ン
、
出
願
用
エ
ッ
セ
イ

か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
と
り
わ

け
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
勉
強
一
辺

倒
の
高
校
生
が
自
分
の
勉
強
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
エ
ッ
セ

イ
を
書
く
と
、
あ
り
ふ
れ
た
内

容
に
な
り
評
価
が
低
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
出
願
用
エ
ッ

セ
イ
は
、
良
い
意
味
で
他
の
志

願
者
と
ど
う
違
う
の
か
個
性
を

示
す
こ
と
が
肝
要
な
の
で
、
そ

の
点
課
外
活
動
を
題
材
に
す
る

と
自
分
が
熱
意
を
持
っ
て
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
示

せ
、
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ト

ピ
ッ
ク
に
す
る
と
高
評
価
に
つ

な
が
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

課
外
活
動
に
重
要
な
の
は
参

加
ク
ラ
ブ
の
数
や
時
間
数
で
は

な
く
、
質
で
す
。
そ
の
活
動
か

ら
ど
ん
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
身

に
付
け
、
ひ
い
て
は
周
り
に
ど

ん
な
良
い
影
響
を
与
え
た
か
が

重
要
で
す
。
家
業
の
手
伝
い
や

弟
や
妹
に
勉
強
を
教
え
る
の
も

立
派
な
課
外
活
動
に
な
り
ま

す
。
課
外
活
動
に
よ
り
、
時
間

管
理
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
粘
り

強
さ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど

大
学
生
だ
け
で
な
く
社
会
人
に

な
っ
て
成
功
す
る
た
め
に
必
要

な
能
力
を
伸
ば
せ
ま
す
の
で
、

勉
強
以
外
に
自
分
が
好
き
な
こ

と
を
す
る
時
間
を
と
り
、
高
校

生
活
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
下
さ

い
。
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課外活動をする必要がある？

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
育
英
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
校
︵
半
場
綾
子
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
︶
と
育
英
サ
ン
デ
ー
ス

ク
ー
ル
︵
大
村
功
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
、
育
英
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
︵
加
藤
義
隆
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

の
３
部
門
合
同
で
10
月
17
日
と

24
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
延

べ
６
家
庭
の
参
加
の
も
と
、
一

般
向
け
の
無
料
保
育
授
業
体
験

見
学
会
を
開
催
し
た
。

17
日
の
幼
児
部
保
育
体
験
で

は
、
歌
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
飾
り
の

黒
ネ
コ
作
り
、
鉄
棒
、
紙
芝
居

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
最
初
は
緊

張
し
た
様
子
の
子
ど
も
達
も
、

歌
に
合
わ
せ
て
手
を
動
か
し
た

り
、
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り

す
る
と
、
笑
顔
を
見
せ
て
楽
し

ん
で
い
た
。
24
日
の
小
学
部
体

験
は
理
科
実
験
に
参
加
し
た
。

理
科
専
科
の
教
諭
か
ら
静
電
気

の
＋
極
・
−
極
に
つ
い
て
、
風

船
と
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
使
っ

て
実
験
を
し
た
。
保
育
授
業
体

験
の
後
は
、学
園
見
学
ツ
ア
ー
。

園
庭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
園
舎
内

外
の
見
学
を
し
た
。
会
の
最
後

に
は
、
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
の
く
じ
引
き
大
会
。
子
ど
も

達
は
懐
か
し
い
ガ
ラ
ガ
ラ
く
じ

引
き
器
を
回
し
て
金
賞
、
銀
賞

の
玉
が
出
る
と
大
喜
び
し
て
い

た
。今

後
も
日
曜
の
午
前
中
に

は
、

Ｎ

Ｊ

キ

ャ

ン

パ

ス

全

部
門
が
使
用
す
る
園
舎
見

学
と
個
別
相
談
を
随
時
受
付

中
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

︵
全
部
門
共
通
︶。

NY 育英学園

合同見学会を開催
 千葉真知子の

ART COOKING

茄
子
が
お
い
し
い
季
節
で

す
。
秋
茄
子
は
嫁
に
食
わ
せ
る

な
。
と
有
名
な
言
葉
ま
で
あ
り

ま
す
が
、
良
い
解
釈
を
す
る
と

子
供
を
産
む
大
切
な
お
嫁
さ
ん

に
は
体
が
冷
え
な
い
よ
う
に
茄

子
は
た
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
は
野
菜
の
中
で
も
な
す
び
が

一
番
の
人
気
だ
っ
た
そ
う
で

す
。一

富
士

二
鷹

三
な
す
び

こ
の
３
つ
の
初
夢
を
み
る
と
縁

材料
茄子 ................3 本　210 ｇ
オリーブオイル .... 大さじ１
生姜すりおろし .... 小さじ１
白胡麻すりおろし . 小さじ１
味噌 ...................... 大さじ１
砂糖 ....................大さじ 1/2
醤油 ....................小さじ 1/2

茄
子
の
味
噌
胡
麻
煮

起
が
い
い
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
な
す
び
、

茄
子
が
で
て
き
ま
す
。
事
を
成

す
。
と
い
う
こ
と
が
縁
起
に
つ

な
が
る
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
な
か
っ
た
電

子
レ
ン
ジ
を
使
い
、
簡
単
で
お

い
し
い
茄
子
の
味
噌
胡
麻
煮
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

茄
子
は
フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
で

炒
め
る
と
相
当
な
量
の
油
が
必

要
で
す
。
電
子
レ
ン
ジ
で
は
大

さ
じ
１
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

調
味
料
を
入
れ
て
混
ぜ
て
4

分
。
茄
子
の
紫
が
そ
の
ま
ま
に

柔
ら
か
く
美
味
し
い
茄
子
の
煮

物
の
出
来
上
が
り
で
す
。

作
り
方

１

茄
子
は
皮
の
ま
ま
一
口
サ

イ
ズ
の
乱
切
り
に
し
ま
す
。

２

ク
ッ
ク
膳
に
①
の
茄
子
を

入
れ
て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
加

え
て
よ
く
混
ぜ
ま
す
。

こ
こ
に
残
り
の
調
味
料
を
入
れ

て
よ
く
混
ぜ
ま
す
。
蓋
を
し
て

電
子
レ
ン
ジ
4
分
加
熱
を
す

る
。
加
熱
後
は
混
ぜ
て
器
に
盛

り
付
け
ま
す
。
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タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
10
月

14
日
、
ア
ク
リ
ル
製
の
付
け
爪

40
万
枚
を
施
し
た
、
噴
水
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
登
場
し

た
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
は
ア
ー
ト
を
通
し

て
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
活
用

を
促
す
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ツ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
復
興
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
シ
ン
ボ
ル

を
制
作
し
よ
う
と
、
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
在
住
の
彫
刻
家
パ
メ

ラ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
さ
ん
︵
35
︶

に
依
頼
し
た
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
で
初
と
な
る
噴
水
ア
ー
ト

﹁
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
・
フ
ォ
ー
・

サ
バ
イ
バ
ー
ズ
﹂
は
高
さ
18
フ

ィ
ー
ト
、
ラ
ッ
パ
ー
の
ミ
ー
ガ

ン
・
ジ
ー
・
ス
タ
リ
オ
ン
さ
ん

な
ど
有
名
人
の
ネ
イ
ル
も
使
わ

れ
て
い
る
。

カ
ウ
ン
シ
ル
さ
ん
は
10
年
以

上
も
付
け
爪
ア
ー
ト
を
製
作
し

て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は
、

ア
ー
ト
ネ
イ
ル
好
き
で
知
ら
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
メ

ダ
リ
ス
ト
の
故
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
＝
ジ
ョ
イ
ナ

ー
を
偲
ぶ
作
品
で
話
題
と
な
っ

た
。
付
け
爪
を
素
材
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
﹁
ネ
イ
ル
は
常

に
威
厳
や
強
さ
、
グ
ラ
マ
ー
を

象
徴
す
る
﹂
と
し
、
開
幕
式
で

同
作
品
に
つ
い
て
﹁
さ
ま
ざ
ま

な
挑
戦
や
ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越

え
た
サ
バ
イ
バ
ー
た
ち
の
美
し

い
不
屈
の
努
力
を
称
え
、
決
し

て
壊
れ
る
こ
と
な
い
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
祝
い
、
こ
の
作
品
を
Ｎ
Ｙ

市
に
捧
げ
る
﹂
と
述
べ
た
。
製

作
は
今
年
５
月
に
始
ま
り
、
地

元
の
ネ
イ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
に
ネ
イ
ル
づ
く
り
を
依
頼

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
ズ
ー

ム
会
議
な
ど
し
な
が
ら
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
作
業
所
で
１
６
０

日
間
か
け
て
完
成
し
た
。
展
示

は
12
月
８
日
ま
で
。

ま
さ
に
ネ
イ
ル
・
ア
ー
ト

付
け
爪
40
万
枚
の
巨
大
噴
水

﹁
ロ
ス
疑
惑
﹂
と
呼
ば
れ
た

事
件
が
１
９
８
１
年
に
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
で
あ
っ
た
。
﹁
三
浦

和
義
事
件
﹂
と
も
呼
ば
れ
た
。

日
本
中
が
、
一
億
総
探
偵
団
に

な
っ
て
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な

っ
た
出
来
事
だ
っ
た
。
簡
単
に

書
く
と
１
９
８
１
年
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
起
こ
っ
た
殺
人
事
件

に
関
し
て
、
当
初
ラ
イ
フ
ル
銃

で
撃
た
れ
て
死
亡
し
た
三
浦
一

美
さ
ん
の
夫
で
被
害
者
と
見
ら

れ
て
い
た
三
浦
和
義
が
﹁
保
険

金
殺
人
の
犯
人
﹂
で
は
な
い
か

と
日
本
国
内
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、

過
熱
し
た
報
道
合
戦
と
な
り
、

結
果
と
し
て
劇
場
型
犯
罪
と
な

っ
た
。
殺
人
事
件
に
対
す
る
科

学
的
な
考
察
よ
り
も
、
そ
の
男

性
に
ま
つ
わ
る
疑
惑
に
つ
い
て

盛
ん
に
報
じ
ら
れ
た
。
三
浦
は
、

２
０
０
３
年
に
日
本
で
行
わ
れ

た
裁
判
で
無
期
懲
役
か
ら
一
転

し
て
無
罪
が
確
定
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
２
０
０
８
年
に

米
国
領
土
内
に
お
い
て
、
共
謀

罪
で
ア
メ
リ
カ
警
察
当
局
に
逮

捕
さ
れ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
移

送
後
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
の
留

置
施
設
に
て
、
シ
ャ
ツ
を
用
い

首
を
つ
っ
て
自
殺
し
た
。
こ
の

事
件
の
発
端
を
在
京
特
派
員
た

ち
を
尻
目
に
ぶ
っ
ち
ぎ
り
で
ス

ク
ー
プ
し
て
い
た
の
が
、
先
月

亡
く
な
っ
た
元
読
売
新
聞
記
者

で
、
当
時
、
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
ビ

ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
地
元

経
済
新
聞
の
編
集
長
を
し
て
い

た
北
岡
和
義
さ
ん
だ
っ
た
︵
５

面
に
記
事
︶
。
北
岡
さ
ん
の
著

者
﹃
13
人
目
の
目
撃
者
﹄
︵
恒

友
出
版
︶
か
ら
そ
の
一
場
面
を

引
用
し
、
紹
介
す
る
。

■
場
所
■
１
９
８
１
年
９
月
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
パ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

　
　
　
　
　
◇

事
件
か
ら
十
日
く
ら
い
た
っ

た
あ
る
昼
休
み
、
食
事
を
し
て

い
て
自
然
と
三
浦
夫
妻
の
話
題

が
出
た
。
例
の
事
件
は
怪
し
い

で
す
よ
と
誰
か
が
言
っ
た
ら
し

い
。
編
集
部
で
最
年
少
の
記
者
、

三
浦
良
一
︵
25
︶
が
、
そ
の
話

を
聞
い
て
妙
な
事
を
言
い
出
し

た
。

﹁
あ
の
三
浦
か
ら
殺
人
を
頼
ま

れ
た
っ
て
い
う
男
が
ロ
ス
に
い

ま
す
よ
﹂

﹁
な
に
い
？
﹂

私
の
手
が
ハ
タ
と
止
ま
り
、

三
浦
を
正
面
か
ら
見
す
え
た
た

め
、
彼
は
急
に
し
ど
ろ
も
ど
ろ

に
な
っ
て
、﹁
い
え
、
そ
う
い

う
話
を
聞
い
た
男
が
い
る
ん
で

す
。
ボ
ク
会
い
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
軽
薄
な
野
郎
な
ん
で
す
が

ね
。で
も
本
当
で
す
よ
。﹃
お
前
、

人
、
殺
せ
る
か
﹄
っ
て
三
浦
が

聞
い
た
よ
う
で
す
﹂

弁
解
口
調
で
彼
は
し
ゃ
べ
っ

た
。
話
を
聞
い
た
の
は
、
３
、

４
日
前
だ
と
い
う
。

﹁
そ
ん
な
大
事
な
こ
と
、
ど
う

し
て
い
ま
ま
で
黙
っ
て
い
た
ん

だ
﹂私

は
思
わ
ず
声
を
強
め
た
。

前
々
か
ら
気
に
し
て
い
た
事
件

で
あ
る
。
三
浦
記
者
が
リ
ト
ル

ト
ー
キ
ョ
ー
の
喫
茶
店
で
聞
い

て
き
た
話
を
聞
き
流
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
詳
し
く
話
す
よ
う

に
促
す
と
、
彼
は
こ
う
説
明
し

た
。

﹁
ウ
エ
ラ
ー
コ
ー
ト
の
二
階
の

喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

で
、
隣
に
座
っ
た
男
と
話
し
て

い
た
ん
で
す
。
そ
の
男
、
ヤ
マ

ハ
の
関
係
の
仕
事
を
し
て
る
と

い
う
も
ん
で
す
か
ら
、
ボ
ク
は

レ
コ
ー
ド
の
企
画
の
話
を
し
た

ん
で
す
。で
き
た
ら
彼
に
原
稿
、

書
い
て
も
ら
お
う
か
、
と
思
っ

て
。
ま
あ
、
ち
ょ
っ
と
チ
ャ
ラ

ン
ポ
ラ
ン
な
と
こ
、
あ
り
ま
し

た
け
ど
﹂

レ
コ
ー
ド
の
企
画
と
い
う
の

は
彼
が
文
化
面
の
片
隅
に
始
め

た
話
題
の
レ
コ
ー
ド
を
紹
介
、

解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
こ
と
を

指
し
て
い
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
世
間
話
を
し
て
い
る
と
突

然
、
そ
の
男
が
言
い
出
し
た
と

い
う
。

﹁
あ
ん
た
新
聞
社
の
人
な
ら
知

っ
て
る
や
ろ
。
あ
の
三
浦
の
事

件
、
実
は
殺
し
を
あ
い
つ
に
頼

ま
れ
た
奴
が
い
る
﹂

そ
こ
で
三
浦
良
一
は
彼
の
名

前
と
電
話
番
号
を
聞
い
た
。
だ

が
、
あ
ま
り
に
話
が
唐
突
す
ぎ

る
し
、
内
容
が
尋
常
で
な
い
の

で
、
三
浦
は
半
信
半
疑
で
、
そ

の
話
を
聞
き
流
し
て
い
た
。

私
は
す
ぐ
、
そ
の
男
と
連
絡

を
と
る
よ
う
に
命
じ
、
私
自
身

が
会
う
と
言
っ
た
。
幸
い
す
ぐ

本
人
が
つ
か
ま
り
、
私
は
三
浦

記
者
と
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
ロ

ビ
ー
で
そ
の
男
に
会
っ
た
。

彼
の
話
は
本
当
だ
っ
た
。
た

だ
﹁
殺
し
を
や
れ
る
か
﹂
と
聞

か
れ
た
の
は
彼
で
は
な
い
。
福

原
光
治
と
い
う
寿
司
レ
ス
ト
ラ

ン
の
板
前
で
彼
の
友
人
だ
と
い

う
。社

に
戻
っ
て
、
私
は
友
人
の

新
聞
記
者
に
電
話
し
た
。

﹁
最
近
、
面
白
い
話
な
い
？
﹂

そ
ん
な
ふ
う
に
探
り
を
入
れ
て

み
る
と
、

﹁
三
浦
事
件
だ
ろ
﹂

と
ず
ば
り
返
事
が
返
っ
て
き

た
。
さ
す
が
社
会
部
出
身
、
カ

ン
が
鋭
い
。

﹁
社
会
部
記
者
は
生
き
て
い
た

ね
﹂私

は
軽
く
か
ら
か
っ
た
。
彼

は
私
の
つ
か
ん
だ
ネ
タ
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
そ
こ
で
簡
単
に

夕
方
に
聞
い
た
殺
人
依
頼
さ
れ

た
男
が
い
る
と
い
う
情
報
を
話

し
た
。

﹁
大
き
い︵
ネ
タ
︶じ
ゃ
あ
な
い
﹂

彼
は
電
話
の
向
こ
う
で
う
な
っ

た
。
事
実
と
す
れ
ば
も
ち
ろ
ん

ト
ッ
プ
も
の
だ
。

﹁
オ
レ
い
ま
か
ら
そ
っ
ち
行
く

よ
﹂夜

８
時
を
過
ぎ
て
い
た
が
、

彼
は
私
の
社
に
飛
ん
で
き
た
。

　
　
　
　
　
◇

そ
し
て
、
翌
年
３
月
、
一
人

の
週
刊
誌
記
者
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
や
っ
て
き
た
。
羽
田
と
名

乗
る
記
者
は
、
週
刊
文
春
の
記

者
だ
っ
た
。
す
で
に
事
件
に
疑

惑
を
持
っ
て
取
材
に
来
て
い

た
。
殺
人
依
頼
の
話
を
彼
に
話

す
と
メ
モ
を
取
っ
て
帰
っ
て
い

っ
た
。そ
の
２
か
月
後
の
５
月
。

﹁
疑
惑
の
銃
弾
﹂
と
い
う
シ
リ

ー
ズ
が
週
刊
文
春
で
始
ま
り
、

日
本
中
が
ロ
ス
疑
惑
の
渦
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇

事
件
か
ら
何
年
た
っ
た
の
か

覚
え
て
い
な
い
あ
る
日
、
北
岡

さ
ん
が
﹁
で
も
変
だ
よ
な
、
北

岡
和
義
と
三
浦
良
一
、
二
人
合

わ
せ
て
三
浦
和
義
だ
も
ん
な
。

で
も
な
ん
で
オ
レ
が
三
浦
く
ん

の
下
な
ん
だ
？
ワ
ハ
ハ
ハ
ッ
﹂。

事
件
を
抜
い
た
記
者
の
笑
顔
と

笑
い
声
が
今
も
耳
に
残
る
。︵
三

浦
良
一
記
者
、
イ
ラ
ス
ト
も
︶

惜
別
　
　
　
　
　
　
評
伝

三
浦
和
義
事
件
と

北
岡
さ
ん
の
こ
と
な
ど

「オレに似てる」といって北
岡さんが亡くなる直前まで FB
のサムネイルに使っていた似
顔絵（1982 年に描いたもの）

http://www.senka.com/



